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中国東北にお、ける糧桟の動向

一一満州事変前における一一一

石田武彦
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(c) 沿線外市場
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1 ロシア革命と中東鉄路
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5 小括

N 要約と今後の課題

序

世界的体系としての資本主義，帝国主義体制の中に中国が包摂されるとと

もにその体制は中国の内的関係を変化させ，新しい社会経済的関係をっくり

出していくが，かかる中国の新しい内的関係において，直接生産者の圧倒的

部分を占めた農民の有する諸関係の変革は，中国近代経済史研究の解明すべ

き根本的課題の一つである。狭間直樹氏の「資本のための隷農Jという提言

は，従来，佃戸の富農への上昇の方向，より一般的に言えばー圏内的規模で
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のブルジョア的発展の追求に力点を置くあまり，世界的な視野からの位置づ

けをともすれば見失いがちであったことに対する批判としては，中国近代経

済史研究において少なからざる意義をもつものと言えよう。

しかしながら，帝国主義諸国の後進国，植民地支配は多様な形態を有す

る。中でも半植民地においては，土着資本を媒介にその支配を貫徹する形態

こそ主要なものであった。したがって，農民の有する諸関係を解明するため

にも，一面においては帝国主義と，他国においては地主制とも密接な関係を

有した土着資本のもつ意味を探り出すことが必要とされる。筆者はかかる視

角からする中国近代史における資本主義の特質の解明を当面の研究課題とし

ているが，今世紀初めの30年間の中国東北地方における大豆流通機構及び糧

桟の様態を分析の対象にする本稿は，そのための準備的考察の一つをなす。

はじめに糧桟をとりあげ、た理由について述べる。中国東北において大豆が

商品化されたのは，少なくとも18世紀半ばにさかのぼることが出来る。その

頃遼河沿岸の各地で生産されていた大豆はそのままで，また油坊(油房〉に

より加工されて粕及び油として，華南地方をはじめとする関内各地に移出さ

れていた。天津条約にもとづく営口開港の後，とくに日清戦後になると，営

口に進出して来た日本商社の手を通じて豆と粕が，さらに今世紀に入ってか

らはヨーロッパ各国商社の手を通じて豆と油が，それぞれ大量に輸出される

ようになるとともに泊坊業はこの地方における最も重要な工業になり，大豆

三品は第一の輸出品として常に輸出総額の過半を占めるに至った。又，かか

る事態は当然にも大豆生産の顕著な増大をもたらした。この時期における大

豆三品の輸移出と油坊業の動向を第1表に，大豆生産の動向を第2表に，示

す。

ところで，大豆生産の顕著な増大は，後述するように東北地方に進出して

来た帝国主義諸国の経済政策が与えた規定性の下で展開するという関連を有

していたために，商品生産の単純なる発展として結果したのではなく，この

地方の農業における商品作物の大豆へのモノカルチュア傾向の進展として，

すなわち，この地方の経済構造の半植民地化を促進するものとして，発現し
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第 i表大豆三品の輸出および油坊業の動向(単位 トン〉

同大豆三品の輸出 | (b) 油 坊 業
実数 l指数 実 数 数

1872-1881年平均 2，761， 890 40 1，722，377 54 
1882-1891 // 4，406，362 64 2，024，654 64 
1892-1901 1/ 6，930，841 100 3，180，894 100 
1902-1911 ノケ 12，197，214 176 7，041，218 221 
1912-1921 ノア 30，092，238 434 19，649，001 618 
1922-1931 λγ 61，385，941 886 30，911，201 972 

〔備考JDe伐cenm
{作乍成。 (ωωb紛)は豆粕と豆油の輸出額を合計したものでで、， これにより泊坊業の動向

を示す。

第2表大豆生産の動向

大豆作 大豆収穫高

付面積 実数|指数 付歩合 実数|指数

1910年 6，601千ff!J 1，484千町 100 22.5% 13，859千石 100 
1914-1918年
5カ年平均 6，057 1，484 100 24.5 ※20，255 ※146 
1924-1928年

グ 10，018 2，815 190 28.1 34，114 246 
1929-1933年

グ 13，036 4，015 271 30，8 38，379 2"77 

〔備考〕 鈴木小兵衛「満州、|の農業機構~ 1936年， 186-192頁より作成。但し※印のみ
1921-1923年3カ年平均。

た。国際商品になったことにもとづく大豆の生産，加工，輸出の各部面にお

ける飛躍的な発展の，この地方の経済にとって有する最も重要な意味はここ

にあった。この場合，営口や遼河泊岸その他各地にあって大豆を農民から買

付け，油坊と外国商社(以下，特産商と称す〉に売却するとし、う機能を果し

たのが，在来の穀物問屋たる糧桟であった。糧桟の発生史は大豆の商品化と

ともにあるように思われるがそれはともかくとして，大豆がこの地方の経済

において既に述べたような意味を有することを考えるとき，農民と油坊，特

産商を媒介する位置にあった糧桟が，土着資本の特質を解明するための恰好
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の素材になることは明らかであろうっ以下，対象にとりあげる30年限宏さら

1次大戦の終結とロシア革命合闘窮i亡、ずるこつの時撰に続分して，検討

を加えていくことにする。

。狭間l直樹「中国近代史における『資本のための議幾Jの斜iおおよびそれをめぐる
藤氏ょHi'>J守新しい股史学のために.， 99{3'所収入

の この序におし、て泉鏡iてど滋ぶしないものについては，獄稿「二十俊紀初必中国東北

における池坊主主の展開過税J(~~t火災学JI 13号所収)‘会参照されたい。

3) 満鉄瀦査課 tt蹄鉄治線に於ける豪意義2え糠桟~ 1924年，には18世紀に設立された糧

桟として永泉泰〈遼務， 1740宝f.設立)，張務鎗〈み;渓湖， 1733年設3わを記して

いる。向警察94，117~o 

の や溺における資本家畿の需慾はごつの{関商から，すなわち，一方で‘は， ~手務運動

以米の洋務派1言僚とそれにつながる北然繁競争さらには新氏設さ主義本$期，とり

わけ1930年代以降における題犬家主祭による1ぎ僚独占務イ汁=義の形成に奈るまでの

る発幾として

ぷれて来た。この場合，問者を経済的に{玄射す

る根拠は必ずしも妨害室tこされていない。代表的必死解をあげると，小村義氏は，
W 

〕 くその慈は外国資立にやうえー権力からの隊員数

の議長?こ忘ること，したがって， SQ燈附j状況下旬悦紹互に腕じすることきそれ
はすぐれて政治的概念であることそ指機されている G 下手在国主義義形成期における

中閣の社会機遣をJ(下歴史然研究ij303号所!lJO。中西功氏は，官僚資本といえども

る銭面電ど有するかぎり，客銭的には進歩的な役惑tl~ヒ梁し

たのであり，民族資本の一部と考えるべきことな主張されている o 中国苓命と

沼沢東思怒lJl1969年。中:持太一氏け， 30年代の官僚資本が霊祭史的段階としての波

数資本としての民主長淡本てあったこと，四大家族とその政機に対建的資 m対的のレ

ヅデノレをはることは誤りであり， その進き接的側面会無視すべきではないことを力

説されているの『中国1ぎ係資本主義語研究序説.ij1970然。

として使用することをあらかじ

問題についての研究史の整理が必要、であるが，それについては別締役用意し砂てい

るので，それに議ちたい。

5) 諜熔きどきわめて限定してL、るの"ぶこの時期の政治逃緩をこt士会:くふれることが出

ヨ殺なかった。次に掲げる液村茂ま俊民の論考な参照されたし、。 袋三私的階級関係を戦

にした氏の分析には，教えられることが多かった。「策立省における辛裟革命J

d歴史学研究JJ358号所収)， r1920年代東三各地方権力の綴潰過料u(r大阪タト緩大
学幸!U25努所収入
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1期における大豆流通機構と糧桟

1 と諸政議

この地方の大豆流通機構との の資本進出をみるとき，

その第1の形態としてイギリス糸の京奉欽銘 (1903年設立， 1928年に北寧鉄

路と改称)，労政官シブの中東鉄路 (190:3年設立)，百本のTII毒鉄(1906年設立〉

をはじめとする鉄道の敷設きとあけよなげればならなL、。この場合，農業部制が

圧倒的比撃をもっこの地方の鉄送業の成否は中北部穀倉地帯の農産物の掌撞

いかんにかかっていたから， とくに北主幹部〈以下北満と称ず)，南学部(以

下南満と称ーわさと各々その勢力総罷iこしたロシア及び日

は，必然的に運賃政深安媒介に十ずる j点にし

た。かかる蒐貨麗争な展開しつつ，外国諸鉄道が実施した政策合満鉄につい

みよう。

満鉄にとっては中鉄との競争もさることながら，さしあたって

南講における大草輸送に対Lて独占的地紘合確立することにあった。すなわ

ち，従来，大変は遼剤約岸の築数地から民船〈ジヤンク〉によって a醤口に運

そこから輸移出されていたから，これら従来の輸送機践と輸送経路を

再繭成すること(その限協は，程借地大連てど東北地方最大の輸出港郡大豆集

畿地にすること〉が必要であったの満鉄が海港発着特定運笈議室，

制度を実施したのはこのためであり，取引所・の設龍〈満欽によるものではな

いが〉にしてもかかる践的に治うものであった。海港発策特認進量制定

(1908年施行〉の要点は，子自家屯以北駅発大連及び滋ロ着の貨物に対して距

離の相違安無視して際i一連:践を課したことにある。その結果，本来ならば違

点で不純になるはずの大速は務日と対等の立場に立つことが可能にな

り，依の諸条件，銀行，倉庫など商業前線設の完備，自然的条件〈大連は営

口と黙なり不凍港〉において有利な大連が優イ立性宏保持し得た。

議合保管制度の大主主に対ナる適用は1919年に行なわれたが，満鉄はこのtffIJ

、て，商品の凶転率令高めるとともに銘柄取引を可能にしたこと，関
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品賞向上~1促進する役舗を果したこときどお讃しているO これが

取引斉設穏と同様に大豆流議機構の近代化に一定の役割を果したことは夜定

出来ないとしても，その基本的な意、密が何よりも大豆蒐笈の拡大にあったこ

とは切らかである。

取引所は1912年の大連取引所畿支以下，長春， (1916年)， 閲平椀，

会主嶺 (1919年)，滋ロ，議謂，欽徽 (1920年)， 11合繭演(1922年〉など主要

祭散j訟の鉄道付露地に相次いで設立された。 P合爾績のものをど裁きいずれも関

東器援m管轄下の官滋取引所であった。これらが現実に果した役欝について
は後班するが，ただ，このような日本儲取引所の進出に対抗して，各地商務

おく。

もとづき奉天，堂口，鉄嶺，務委反屯， ~会務演などに交$11保証所，

といった名称をもっゆ臨機取引所の設立さどみたことをつけ加えて

これらの施嬢が満鉄の恵、関をほぼ実現したことは，大立集散地の大蝶な移

動として，現われた。従来の営口，鉄嶺，奉天，新民などi立戸T1吸停各地の比

し，大連事長者手，関原，公主嶺，四平街など、満鉄話線各地が新たに
義〉

して米た。中でも，大連が中央市場としての位畿を確立したことは決短

的な重要性従有していた。というのは，大草が国際商品で、あることにより，

中央市場〈口輸出港〉たる大瀧の価格をど基点にして各集散地個絡が形成され

るために，一満鉄の運鷺政策がi敢に奥地市場の価格を左右するσ この関係に

おいて，満鉄の独占運繋は大豆住総農民の空襲i余鋸憾ないし必要労磯部分を吸

い取ることが出来る。この意味で満鉄は話線農民の労働をいわば自

部労畿として搾取すZjことが出来るようになったからで、ある。 したがっ
て，外国鉄道の敷設が大豆流浪機構にとって有する最も護主要な意義は，それ

が詩接的ではあるがこの諜遥機構の根幹な掌援したことにある。

ところで、多 患をもっていたことはよく知られている

が， r-貨物の販売業Jは含まれていなかったの大豆流通機構に藍接にかかわ

りをもったのは日本〈及び設…ロヅパ〉の特燦荷であり，彼らは大豆流通機

構tこ対ずる 資本選出のもう一つの形態ななす。そのうち
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古参と目される三井物産は18泣年に替口出張所変設けており，他にも若干の

只本仮u特磁簡は既に活動していたが，鉄道が敷設されその下で各種の施策が

にともない，大教の進出が見られるようになった。

2 第l期における大豆流通機構

それでは，以上に述べた釈しい条件の下で大交諾通機構はいかなる変拡を

蒙ったのであろうか。ここでの課題は第1期についてこの時期の調査資料に

依拠し又，満州事変〔以下単に喜多設と称すっ後のそれをも機用しつつ，そ

の機撃を明らかにすることにある。その際，予定北地方にお吟る大立市場とし

て中央市場参路線市場，裕線外市場という性賀を爽tこする立つの市場に罷拐

することが出来る。このようにほおすることの意味については後述する。

(材中央市場

中央市場とは輸出港における市場℃あり，具体的には南満の大連，北満の

F合繭演であるが(かかるこつの中央市場の存在はこの地方における外関欽灘

の支配，ひいては各勢力範囲設誌に規定されていた)，主主に述べたようにそ

こでの鏑格が各集散地鱒絡をさま右する位置にあった。中央市場におい

売喪にかかわる商人〈糖桟，特産荷主f含めて以下単に機業者と称す〉として

輸出を主要な営業内務にする白木その他各調特産商，中央市場糖桟，話線市

場髄桟の派遣した出張員があげられる。

中関本土向け移出を路~，全ての輸出を取扱った各国特燦商はさらに3

ーロッパをも苦言業の領域に含ts大商社と日本とこの地方にその欝議を限定し

た中小商社とに区号IJdれるつ前者としては，日本の西大商社，_frWIA， 

日清製油〈以上本社東京)，鈴木海部(本社神戸〉及びカパ/レキン

ソ…スキγ商会(以上戸シア閤籍)， ワッサノレド商会， シベザプン潟、

〈以上デンマ…ク霞籍)， ドレイアス潟余(フランス爵籍〉など， 後者と

して誌，鍔えば小寺j洋行，土韓国洋行，池谷商j苔〈以上本社神戸〉などがあげ

られるのなお， 13:;0示。UI特産商は第3表、に示された大連取引斉取引人の外に非

取引人をも含めれば，大連のみで100を越えたこともあった。

これら特産商による大:廷の買付けは，地元の糧桟〈中央市場糧接〉から
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なう場合と沿線市場において行なう場合と った。後者においては出張所

どの形態をとるが， 1， 2期、会通じ

いては，地元における寮付けが支配的であった。このことは，中央市場にお

いては，中国二本ごと向けを除く輸出部麗については特産高によって文字通り独

点的tこになわれたのに対して，治線市場から中央市場への覧集部密にかんす

る限り，中央市場滋桟が決的重要性を有していたことを意味する。

計

ネ; 中国

1913年 20 

1914 36 50 

1915 23 46 

1916 26 56 3 130 6 28 35 114 

1917 26 61 I 7 24 I 6 I 19 39 104 

1918 30 70 I 15 62 149 

1919 34 45 I 26 I 58 I 21 I 31 I 14 ! 34 118 255 

1920 40 84 I 26 41 • 32ヤ 25I 13 i 31 129 233 

1921 39 76 1 32 40 I 34 I 47 I 17 I 22 I 12 I 26 134 211 
1922 421!? 21 12 31 129 217 

1923 36 I 81 ! 30 I 49 I 24 37 I 16 24 11 117 224 

1924 35 I 82 • 21 i 45 i 20 33 i 14 ど:) 10 30 100 215 

1925 沼 山 42M1317目 86 207 

1926 7721lo 4718i271222835 73 203 

1927 ?日 75I 9 j 47 • 18 I 26 I 13 i 20 I 6 I 38 72 206 

したがって，中央市場糠浅〈その数については稜述〉は生産地ないし前線

外市場から治線市場に蒐集された大立を最終的に集中する機関であったと

い諮る。絞らは各地で畏付けた大立会各々その所有する院内〈翠穀重量場〉又

は栂廠子〈鉄道局地内の糧毅龍場〉にひと先ず貯蔵保管し，商機を見て特産

商や治訪tこ売却したっただ，間じく中央市場糠桟といっても一機ではなく，

その ら見てfl よる究買を主に とするも
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第4茨 プード〉
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90 10 

40 

100 

100 

100 

50 40 60 

28 80 20 

50 10 

60 

(j備考J r自jは自己計算による売寅夕刊滋Jv'J:代容宛質。 ittチIi歯実業き務主義時政:染調査
長寺『特gjf取引事情J1937年， 136-159:見

の，この両者がi迭の務係にあるものというように，一定の議吉芸能分北が進行

していた。第4表は恰踊韻における若干の穫桟についてその営楽状況を示し

たものであるが，持をみるとA，B議識は前者の， D， E， I vま後者の典型と

る。

中央市場糧桟の笠付けは地元においてお線市場機桟の 〈悲答児〉をど

通じ， Y..，各線市場に派遣したg庖の出張員〈外纏〉合通じて行なわれ

た。第4表(b)によりその一端なうかがうことが出来る。

この他に拐線市場糧桟の派遣した者客Yc.(~合隠語においては事変喜íTには約

の老客児がいた〉を含めて，中央市場においては，これ
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引所における現物，先物取引，取引所外における現物，先物，委託取手iなど

各織形態により取引が行なわれた。幸子取引形態の比重を数量的に把握するこ

とは不可能であり，ここでは，日本側取引所の;糾伝が現実に果し

て検討するにとどめる。中央市場に設立された日本劉取引所のうわ~合瀬被

は営業機始以来取引物件の上場されること皆無にして，早くも24年に麗止さ

いる。又，大連についてその営業状祝会第5表によってみると，現物取

引高が非常に少ないこと，先物取引の出来高と受護高との差額が大きいこと

などの特徴会合おるO 前者は当該取引所が現物取引の場としてはあまり利郊さ

第5表 釘ネ;仮u取引所営委長状況〈主券依車.{ほし※r:fJのみ;行〉

1923年

42 

77，810 

3.898 

G 

16，384 

349 

9 

887 

1お捻n前チHIリドぞける得本側取引所J附録より作成。{自主し先物受渡海のみは理主A
鉄協定筆談n誌?'Iド於けと)y偽坊業"1924年 382-合83. 439~440，ヰ63~464 ，

476来。
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れていないこと，後者は先物取引にしてもかなり投機的性格が強かったこと

を物語る。かかる事態が実は沿線市場の取引所において同様に見られたこと

は，第5表によって知ることが出来る。ただ，開原，長春のみがかなりの現

物取引高を記録しているが，これは，農民(当然にも取引所取引人にあらず〉

と糧桟，特産商との集市における取引(し、わゆる集市{再，これについては後述

するが，その取引方法は取引所規約とは無関係に，従来の商習慣にもとづき

行なわれた〉を各取引所の監督下においたにすぎず，取引所本来の機能を発

揮したわけではなし、。第5表に出ていない営口，遼陽，鉄嶺各取引所は合

爾演と同様に取引物件の上場されることがほとんどないままに，いずれも24

年に廃止された。かくして，取引所設置の意図は十分に実現しなかったと言

わなければならない。

(b) 沿線市場

沿線市場とは満鉄，中鉄その他鉄道沿線に多数存在した大豆集散地で、ある

が，出廻高の多寡にしたがって，市場としての重要性を具にする。第 6，7 

表は各地出廻高の全てを表わすわけではないが，市場としての重要度を示す

一指標になり得る。これにより南満における鉄嶺，関原，四平街，長春，古

家屯，北満における安達，満溝，双城壁などの重要住を看取出来る。

ここにおける糧業者としてまず，中央市場の糧業者の出張所，出張員があ

げられる。資料的に確認出来る特産商設置の出張所として以下のものがあ

る。三井物産(営口，安東，開原，長春，欽嶺，四平街， 公主嶺)， 三菱商

事(長春)， 日清製油(開原，長春)，小寺洋行(営口，開原， 長春)， 増田

洋行(開原，長春〉。又，糧桟が各地に出張員(外桓〉を派遣する事態が一

般的であったことは既に述べた。

次に，その営業領域を泊線市場に限定する中小特産商が多数存在した。大

部分は日本商社であり，その数については第3表の各取引所人数が一応の目

安になる。この他満鉄の調査資料に記載している営口，安東，鉄嶺，活家屯

客門の分をつけ加えると， 20年現在で 175になり，さらに上記地域以外にも

存することを考慮すればかなりの数にのぼる。ところで，第3表によっても
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第6表満鉄沿線主要駅別大豆発送高〔単位 トン〉

l1911-191咋 5カ I1916ー192昨日 |1921一1925年5カ
年平均 |年平均 年平均

遼 陽 6，279 12，212 15，201 

奉 天 3，859 7，026 8，567 

鉄 上最 24，681 44，078 29，604 

開 原 168，300 234，896 214，191 
正田ヨ 図 10，067 9，960 11， 802 

双 廟 子 10，230 10，797 12，950 

四 平 街 43，723 40，118 55，885 

四 現E 品集 22，482 43，715 

事E 家 底 24，277 18，987 21，969 

~\ A 主 嶺 83，106 79，341 100，639 

活 家 屯 33，277 62，608 71，296 

長 春 195，114 423，106 101，860 
=口b 長 線 62，682 224，234 

中 東 線 34，898 141， 893 565，781 

撫 I1頃 30，987 51，751 50，833 

そ の 他 79，026 107，149 174，444 

〔備考〕 満鉄経済調査会『満州交通統計集成J1935年， 90頁。

第7表中東鉄路沿線地方別大豆輸送高(単位プード〉

斉々P合爾 安達地方 H合爾演及 南部及び 東部地方

地方(富 (小河子
び松花江 伯都納地 (阿什河

位爾基，
下流地方

方〔双城 烏吉密河 その他

斉々2合爾
安達，満 (対青山 i委，五常 海林，牡日合爾演付

昂々渓〉 溝〉 近〉 客門〉 円江〉

19511カ-年19平15均年 16 3，227 11，387 2，322 568 

19516ヵ-年19平20均年 358 4，151 9，711 4，339 2，371 510 

1921年 967 9，610 18，581 8，596 1，925 729 

〔備考〕 中東鉄路調査局著，満鉄調査課訳『北満州と東支鉄道J1928年，上巻， 148-
151頁。

うかがわれるようにこれら中小特産商の進出は，第1次大戦中における一般

的な好況にともなって顕著になったものである。彼らの活動地域は主に満鉄

沿線におかれたが，各国のシベリア出兵の期間 (18-22年〉には日本の経済
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的勢力の北満地方への拡大を背景に，中鉄泊線各地においても盛んに活動し

た。その一端を示せば， 20年から翌年にかけての大豆出廻期に中東南部線客

門地方における日本側特産商の買付けた大豆は，同駅出廻高全体の60%に達

LtことL、う。

治線市場糧桟は，これら中小特産商とともに，大豆の蒐集過程の中勺中間

的位置を占めていた。この両者は，地元において治線外市場糧桟から買付け

た大豆を，又は買却を委託された大豆を，中央市場糧業者の出張員(老客児〉

を通じて，又は中央市場に派遣した自活の出張員(外植〉を通じて，売却し

た。糧桟の場合には中央市場におけると同様に，各々所有する院内，糧廠子

に有利な商機を待つために自己の大豆を貯蔵する外，既に売却した分や委託

品の保管をも行なった。

ところで，沿線市場においては，中央市場におけると同ーの各種形態の取

引が上述した糧業者聞に行なわれた外に，地域的に一定範囲の生産地に近接

しているために中央市場とは異なり，農民との直接取引が行なわれたことを

指摘しなければならなし、。しかも，かかる農民，糧業者聞の取引，いわゆる

毛f再取引は専ら糧桟によって行なわれ，特産商はほとんど関与することが出

来なかった。このことは，各種調査資料に特徴的な事実として強調されてい

る?その理由として掲げられていることは，①度量衡不統ーにより取引が煩

墳であること，②通貨不統ーにより換算が危険であること，③農民の信用程

度をはかり難し、ことである。この点についてはのちに検討を加える。ただ，

これに関連した指摘しなければならないのは，この毛f再取引の有無は実は大

豆流通機構上特産商と糧桟との存在意義を分つ非常に重要な点であるが，糧

桟と言えども毛{再取引の場合には現物取引にかぎり，先物取引については通

常，沿線外市場糧桟を介して行なったことである。この場合にも，農民と地

域的に懸隔し，農民に関する信用状態の調査不備にもとづく危険性を考慮し

なければならなし、からである。第 1期のみならず総じて事変前において，泊

線外市場が沿線市場からも相対的「独自性」を有したと指摘されていること

の内容は，このような事実にかかわるであろう。
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( c) 沿線外市場

泊線外市場とは鉄道沿線外の県城，市鎮などに存在した大豆集散地のこと

である。 ここでの糧業者としては沿線市場糧桟の出張員(老客児)， 地元の

沿線外市場糧桟がおり，特産商の進出は一時期を除いてほとんど見られなか

った。前記二市場とは呉なりここでは毛{再取引のみが行なわれたわけである

が，その具体的様相や特徴などについては治線市場におけるそれとともに，

Eに譲る。

ここで糧桟の数について一言する。満鉄調査課『南満州経済調査資料』

(1910年刊行〉に記録されているものを合計すると，南満主要29都市(省県

域，市鎮，鉄道付属地など)において専業のもののみで499の糧桟が存在し

ていたことがわかる。北満については前記『北満州、比東支鉄道』によれば，

主要9都市において専，兼業合せて 800の糧桟が存在したと述べているし，

前記『特産取引事情』は，その 9都市を除く37都市に 487の糧桟を確認して

いる。これらの調査では対象にされていない地域の分をも含めて考えると

き， ~北満州と東支鉄道』が， r満州全体の糧桟の数は非常に多く，数え上げ
れば何千という程あるだろう」と述べていることは決して誇張ではなし、。

(d) 小括

以上に述べた第1期の大豆流通機構の特徴を要約すれば，以下の如くにな

る。第1に，海外市場(=消費部面〉に対しては同じく蒐集部面として一括

されるものでありながら，この地方の大豆流通機構は，相互に相対的な「独

自性」を有するいわば三段階の市場として存在していた。中央市場は生産地

ないし泊線外市場から沿線市場に蒐集された大豆を最終的に集中するととも

に，輸出部面をになう位置を与えられていた。沿線市場は中央市場と沿線外

市場とが直接的に結びつくことがほとんどあり得なかった状況の下で，両者

を媒介する役割を果した。 f白線外市場は農民から直接に蒐集することにおい

て重要な位置を占めた。

第2に，第1に対応する形で大小の特産商，中央，沿線，泊線外各市場の

糧桟など各種糧業者が存在した。まず，中国向けを除く輸出部面を特産商が
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独占し，次いで，彼らと生産者を媒介する蒐集部面(三段階の市場〉を主と

して糧桟がにない，中央及び治線市場においては毛イ再取引を除き，これら糧

桟と対抗関係に立つ日本側中小特産商が次第に浸透しつつあった，と要約出

来ょう。

第3に，蒐集部面に限ってみた場合に，対抗関係に立っていた特産商と糧

桟との大豆流通機構上における決定的な相異は，毛f再取引の有無にあった。

第4に，中央及び重要治線市場に設置された臼本側取引所はその意図され

機能を十分に発揮出来ず，したがって，どの段階の市場においても在来の商

習慣にもとづく取引所外の取引形態がいまだに支配的であった。第3点につ

いて以下に検討を加えるが，それによっていわゆる各市場の「独自性」なる

ものの意味も一層明らかにし得るであろう。

さて，各国の特産商は決して農民との直接的取引を追求しなかったわけで

はない。とりわけ日本資本については，土着資本を買弁化するのではなく，

彼らと競合しつつ進出していったことがその特質のーっとして指摘されてい

るのである。ソ連の中国研究者ヴェ・アヴァリンは次のように述べている。

「日本資本は，殆ど，買弁の援助に槌らないで，南満州のあらゆる大中心地

及びあらゆる工業部門に強固な地位を占めるに至った。(中略〉日本資本は，

実際においては，満州における支那工業の胎児のみならず，可成りの程度に

商業資本や，甚しきは買弁資本に対してすら敵対していた」。

現に鉄道敷設直後の一時期においては，日本側特産商は各地の泊線外市場

に進出して直接に農民からの買付けを行なったのみならず，先物取引(いわ

ゆる批糧取ヲりをも盛んに行なっていたのである。すなわち，r南満州経済調
査資料』の八面城(昌図県に属する市鎮〉の項，張家湾(のちに徳恵県と改

称〉の項に見られる記述がそのことを語っている。前者は， r此地ニ於ケノレ
穀類取引ハ従来此地商家ト農家トノ直接取引ニシテ外商ノ自ラ取引シタノレハ

昨年 (1909年〉本邦商人ノ益勝桟ニ於テ大豆五千石買付ケヲ為シタノレヲ富矢

トス」と述べ，後者は， r取引時期ニ際シテハ邦商三井， 洋商伊陵祥茂， ワ
ッサノレド，ニューメン等各外商ノ買付ケニ来ルモノ少ナカラズ」と述べてい
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る。さらに，当時の東三翁総督、錫炎は，この地方の特産物である

しかも競値(やすお〉で先物取引を行ない，その担

保として農民の地契(地券〉をとりあげること，農民が絞穫期になっても特

産蒋に手護すことが出来な汁れば特産向は器保たる地現を没収してしまい，

遂にその回地を手に入れることなどを述べ，かかる事態安概嘆している。

しかし，その後の事懇がかかる方向，すなわち，特産商による

接的掌握の方向に進展しなかったことは既に述べたとおりである。多数の出

張所を設けた三井物産がのちには欽嶺，四三子機，公主嶺各出議所を発iとして

いることも，それを議議きする。それでは，特産高による対農民取引，いわ

ゆる毛f持取引の遂行合鼠iたした饗因は向か。語講資資料が3つの喪震を指摘

していることは設に述べたが，度議室衡，通貸の71之統一の実態については若予

の市場における売紫単位建f援を示した第8'a授により，知ることが出米る。

このうち，選貨の不統一の問題はやや説明を裂する。!日中関の幣制の不統

一』掻まることは周知の遂事実に講ずるが，東北地方においても同機であり，第

第8表 *治市場取引方法(取引所グ?に必ける〉

士7G 3ま 再生 役匂 建 f直

成 イ事手 一石 (-1五回斗〕 過話事銀
営 ロ l毛 f手写 ，ク 制j 銭

成 f手写 一様 奉天漢
関 家 1=5 f手事 ーおく一石五4) メア

-4 1/ 

鉄 滋 i 三匹 p 

メ少

11 

I! 

i:ミj ::t‘ {議 i当 {干事 グ I! 

品定 {手写 金b 喜義
j受 挙手 | 毛 i手写 一石 宏教官~総

前機F満州に於けるj銭坊業JJ498…499頁。( )内はほヌ訟のそれに換算したも
の。



中国東北における糧桟の動向 石田 157 C15n 

9表に示すように固有及び外来の各種通貨が雑然と流通した。このことは，

取引対象が大豆のような国際商品の場合には生産者から消費者の手に渡る過

程において幾種類もの通貨が介在し，それら通貨聞の交換比率の変動が糧業

、者の取引に対して直接的かつ重大な影響を及ぼすことを意味した。例えば長

春において糧桟が大豆を農民から買付け，一定期聞を経て特産商に売却する

場合，彼は農民に対しては吉林官帖を支払い特産商からは紗票を受取ること

になるが，たとえ彼が大豆売買自体からは利益を得たとしてもこの聞におけ

国別|本何種類l豹
長岡 制銭 吊

本 銅元 分

国
位 官 l陥 吊

銀錠 両

有

告艮
過燈銀 同

通 大洋銭 フじ
本
大洋票 ヌロ

貨
位 小洋銭 角

小洋票 角

帖子 角

書艮 円銀 円

外 オミ 正金銀券 円

来 位 墨銀 両

通 金 日銀券 円

貨 本 朝銀券 円

位 ロシア貨
ノレ
ブノレ

第9表東北地方における通貨

摘 要

奉夫省においては制銭 160個，古巣両省においては500文をも
って 1吊とする。

品位を950位とし，前記制銭10個， 20個の2種類ある。

初幣。めは市l銭を基礎にした免換券であったが，その後は不換紙

各純地銀5で3内容が異なる，例えば営口の両は品位992i立の営平両銀
1.68グレイン。

営口で行なわれたもので，営平銀を基礎にした振替勘定。3fAJ遁

銀の実体は営平53両5銭であって，品位992位の元宝銀である。

純銀6銭4分8厘，すなわち374.4グレインを 1元とする。

大洋銭を基礎にする銀行券。

純銀5分9毛04，すなわち33.9964128グレイ γ会1角とする。

小洋銭を基礎にする銀行券。

小洋銭を基礎にする私帖。

旧6日グ本レ1円銀貨であって，純銀6匁4分8厘，すなわち373.13
13 イン。

円銀を基礎にする銀行券，紗票。

純銀374.97グレイン。

純る銀見換2券分。，すなわち11.574グレインを1円とし， こを基礎にす

日銀券を基礎にする見換券，金票。

純金174.24ドーリ，すなわち11.948グレインを1ノレーブ、ルとし
これに対する見換券。

〔備考〕 満鉄調査課「満州|に於ける通貨及金融の概要j1928年， 6-7頁。
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るす林官粘対診察の相場変動部荷によっては，窮接的には損失念蒙むること

もあり得るわけである。特産街においても全く需様のことが震い得る。披が

上述のようにして買付けた大蕊を海外に売却する場合，澄桟には紗禁を支払

うが，その際に受車るの金票だからである。

この例にも見られるように複桟と特産商とは通貨換算の危機を折半し

していたわけであるが，かかる危険を糠壊に一身に負わしめF 合せて，朝

鮮鋭行発行の金票をもって東北地方の幣舗を一挙に統一せんことを意臨した

ことが京国になり した事件が，いわゆる大連取引所建値問題であった

(21年4月〉。 これに皮対して韓桟側が取引のボイコ γ 人培爾機その他の

市場への移動などの挙に出たことなはじめ，中，臼の糧業者が結束して銀建

存続期成問盟会を組織して反対運動~展開したこともあって，結局は 18に袈

ーすることになった。

諸調査資料が指摘している腹自のうち，第3点についての事情念より

的に示すのは次の資料であるo i以前日本人特産務は奥地へ進出し，地方

桟合経.ずして，選議農家と契約したり。然るに収穫時議務米せるも運搬せざ

るもの続出したる結果， J実設さと派し，見組らせたる処驚く可し，糧穀は巴に

伺れかに搬出せられ，契約者は不在となるか，甚しきに至りでは逃亡せるも

のもあり，東奔西走すれども交渉の為すべき様なく，加えて数も多く範翻も

広きため，苦心惨担たる有様にで焦塞ゃに時は経過し，多額の損失を招きた

る結果に終れ札。又， f成発東〈大連の日本人特産商ー引用者註〉主〈人〉

よれば邦人特室長商失敗の最大の露留は綱商の不足感ち不渡，不正品交

付，抜荷等の悪事に会って鱗れた者が全体の七額程度主義占めて殿ると

当地〈恰商務〉に於ても三井，万三菱， 日清の大手筋を始みら{可れもJI;ヒの手に拐、

って莫大な撞失言ピ招いたことがあった。」と述べている。

以上のご二資料は，当時におし、て，外冨人たる特産商が生意義務農民はもとよ

り，沿線外市場をすら掌握することの困難であったことをよく示している。

さきにその嬰点を述べた錫良の概嘆するような事態はその後ほとんど起らな

かった。かかる事実及び疑に検討した躍記長衡，議買の不統一な
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味するものは，この地方の経済において封建的割拠性がいまだ強固に根を張

っていたことに他ならなし、。そして，かかる封建的割拠性の強固な残存は，

満鉄その他による大豆流通機構近代化政策がし、まだ十分にはその意図を実現

していないことを示す。したがって，各市場の「独自性」なるものの内容は

かかる割拠性に外ならず，これこそ特産商による生産者農民の直接的掌握を

困難にした要因であるO 他方，糧桟はかかる割拠性の下で，後述するように

農民との強固な結びつきを確保することにより，存立基盤を維持したのであ

る。

満鉄の一調査員は次のように述べている。「商品としての糧穀は一応糧桟

の手に集中し，輸出商は其方法の如何を問わず¥輸出糧穀は必ず糧桟の手を

通じて買入れる，と云ふが如き方法であった。換言すれば，農民よりの剰余

価値は，巧みなる結び付きに依って，此両者に分配せられ，相互其領域を侵

さざるが如きものであった。(中略)斯くて其の結び付きの中に多くの不合

理を含み乍らも，一応均衡の状態を保持するが如きものであった」。かくし

て，第 1期における大豆流通機構の特徴を端的に言-うならば，特産商及び糧

桟の，かかる「相互其領域を侵さざるが如きJr均衡状態、」ということにな
る。

次いで，第1次大戦とロシア革命後の新しい佐界史的条件の下でこれがし、

かに変化していくかを検討しなければならないが，その前に，治線及び泊線

外市場糧桟の農民との取引，毛f再取引についてとりあげ，両者の結びつきの

あり方を明らかにしなければならない。

1) 満鉄倶Ijの資料として，満鉄調査課『満蒙鉄道の社会及び経済に及ぼせる影響J

1931年，中鉄側の資料としてホ満鉄I恰爾資事務所訳『東支鉄道の満州経済界に及

ぼせる影響と創業二十五年間に於ける運賃政策の変遷j1929年。

2) 前掲「満蒙鉄道の社会及び経済に及ぼせる影響j310-314頁。

3) 混合保管制度については，満鉄鉄道部『混保十五年史j1936年， 5-49頁を参照

混保制度は鉄道運輸業務に付帯する倉庫業務としての保管制度の一種であり，分

置保管〔一般保管〉に対するものである。分置保管は寄託貨物を持主別に分置し

て保管，輸送し， IJJ庫請求のあった場合には寄託された貨物そのものを引き渡し
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まこa これに対して，告さγET保管は，代替i生ある大量の物件につき個々の貨物さと荷主

別に分霞することなく，品質等級別に各表?と長のものを滋合して保管，輸送する，

出庫に際しては努託された皮物そのものの引~渡しを繁司会ず，寄託物と同一等級

の共関係管物中より任意のものを所定数量だけ出要撃する制度である。しカか冶も，寄

託した馬駅!民1以夕外十の奴冷かミら出E席廊F匡.す2る5こと会

脅創餅H話i度皮命は耳取注扱物件の寄等事級別代事妥欝幸奈1段念宅没ヒ前擬にψすFるため， 当然に検疫と格付けをあらか

満鉄は寄託された貨物に対して貨物引主義涯と倉

この物件の取引は全てこ

によって行なうことを可総tこした(銘柄取引の可能〉。満鉄は又， 混徐に替予託し

た大j'[に対して焚綴;金を交付するとともに，分譲受保管扱の大豆fe:対しては逆にJ.l1j

扱手数料ざと徴収したり，火主義取引所取引物件に凝然大:設念総支をするなどこ

の事幸及きピ5おった。

の おヌド側取引所については，満鉄調まま諜?務約に於ける日本側取引所111928年， 3 
1 0]を，中額制~については， I弓?満宮安全警(第五宅金 1921司王， 127~134友， 同

1924年， 393…394災， 453--454， 477--481頁，満安全I沿爾

預当事務所 Wlí室江音波券毅食交返る所~ 1926:竿， 4-36頁0

5) 腕弁事官、さま了満州大rsL論ム 1912年， 127…143頁。
6) ヂf上階丸，宇佐美総次郎『危機における汚水資本注畿の機遣を 1951~恥 77~78J変

同様な援機は，近藤燦男 f瀦丹、;幾業経済総111933若手， 47:Rにも見られる。

T) 当初の携想の中には合設れており，それが除かれるに三さったのは，埋まに東北地方

との事!(~において実績なあげていた三弁物政などの怒Jiによる，という。安藤彦

太際綴 F満鉄一日沖;干否問ご主義とや悶 1965年， 44-45J定。
心 者総鉄調3託銀『南紛失i経済調惑を資料(第六)J11き10年， 13--l4:R。

の
10) 

子大遂に鈴ける特長室物の建立さ{及採算111931年事 47亥。

『火R災後豆類ニ関スル調査111919年， 28告…289頁。ヵパノレキン

(Anglo Chinese Eastern Trading Co.， Ltd.中国名差安楽洋行)01910年， ~会

頭演に設立された戸シア闘籍のユダヤ資本で，大主義にまZ腐を開設。革命後はソ連

盟?蓄になり，スド肢をロ γ ドンに移転。

ソースキン務会。 1904年，n合言器演に設立されたロシア隠籍のユ〆ヤ資本で，大

活i!iこ支総合開設。本命後はカナダ国籍になり，本践をパンクーパに移転。

ワッサノレ F淘会議astAsIatic Co.， L付金中題名交隆洋行)01897圭F、コベγハ

ゲンに意1]:;之されたデンマーク援護籍を手干するユダヤ資本とデンマーク五閣の経営

する均三官半t誌の特殊会校で，本来は海運会社であった。 1909年，型合務療に，のち

に大j援にも支慰安開設。

シベジアン商会 CSiberianCo.， Ltd.中国務不ぎり。 19例年，コベンハ{グンに

創立されたずンマ…ク国籍のユダヤ資本で:"
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rレイツス高会 (LovisDreyfus & Co.，中箆名利豊洋行〉。フランス国籍の英
仏両国資家からなる合弁会社で， 1927"'ド， ~合務機tこ支涯を開設。その他にサミュ

ラーンジ商会(以上イギジス).，ノイマン務会〈ドイツ)など。これ

ら宗一口ツパ各悶特産主導については以下のものを参照。満鉄調ヨ長線「瀦チHに於け

る外人緩済勢力状況J1924:年， 125-寸70]'i， 向『紛議長tこ於ける露国の主流努力J

1928年， 63-68主主，満鉄臨時経済潟査委長議会行三主義に於ける蕊婆外事遂と終業態J

1930"'手， 12…22頁，向 F満州に於ける外商の勢力 1930年， 34-67瓦，冷害譲渡日

本商工会議所 r~lt紛に於ける外密資本放に其の治動状況 1936年， 52-62真。

11) 大連商工会議所 f大連特設市場不振の5夜間と災対策J1929王手.94夜。

12) 満鉄総淡潟査会『事変後に於ける綴桟の変革J1936年， 39頁，満州国実業務篠待

産業調査局 f特産取引等情j1937年.309真。

13) 綴筏は通常広大な庭を所有し覆殻護霊場として俊尽したが，これきと院内と呼んだ。

滋必ず・とは鉄道用地内の轡殻長室謀議のことである。かかる保管機能を有すること，

すなわち，総長F企業会終業することは滋淡を特産商と区別する…昔話一訟をなす。満鉄

勧業譲 F満州大交J1920年， 59-60瓦。

14) 中央，

わゆ

治線外を間わず¥比?僚的規模のゴ立さな糧桟にあっては，出張鼠，い

ことが一般的に行なわれた。彼らはそのき長波された

土地においては老客児と呼ばれた。満鉄商工諜『商工粂上ヨ v見タノレ満州大豆i

1918年.95J認。

15) 前掲 F事変後に於ける糧桟の変寄託j27]言。
16) 前掲『講すi'!大豆J111-123頁。

17) 吉ij掲「満州に於ける池坊業 444-445]'io

18) 前掲 f満州に於ける日本側取引所J10賞。

19) 前掲 f満州大立三 111-123J主。

20) 雨露， 124-134来。

21) と東支鉄道JI 192811三(原殺の刊行は

1922年)， J二巻， F4]'io 

22) 治綾子存場機桟については，前潟 F満州大:i;U124-143頁，前掲「満州に於げる泌i
iガ業J440-449Ji言。

23) 各種綴染者;相玄関の取引を総称して成イ再I!!<ヲ1，滋業翁，農民間の取引を議f手手取

ヲjと詳手んだ。議H島『特度取引事後 289頁。

24) 前協『満州大1fJ117…120， 143見言者掲 F満州に於ける

25) 前縁関守康取引事情J302亥。

26) 同議， 296-297， 300-301]'io 

27) 防毒，285]'i。

28) 古1I褐向と満チ{'Iと東支鉄道 Jニ巻， 162:反c

445---456頁。
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29) 意;織『特定取引芸評i育l182-183真。

30) 前掲「北満州と:東支鉄道i上宅金， 162真。

31) ヴェ・アヴアザン専を，口ジア問題研究所訳作品空襲対満ヱ作史Ji1934年多上巻， 164 

災。 l潟様な指摘は， Oif掲了危機における民主主資本決議の構造Ji76-92支にも見ら

れる。 この地方に進出したほ本資本が， 工雪紫泰， r商f潟耳書業毛E淡えぴぎ念訟語激虫0コλL
ても民族主資努支本ドを鼠己の体P糸持に繰入れることカが:鉛ラ米長な走か込づたと述ベている。

32) 種多義務問の先物取引を洩銭期糠，綴主主義~， 1幾民間のそれを批滋紋手!と呼んだ。な

お， i<tR華民の党物取引として批糠と育問の二機があることとこの両者の区別につ

いて官有機総統Tの中で、述べたが，事変後の調査によれば，本来の資こ鉛耳元号11主余く存

在住ず，言者調査報告が育関取引と称しているものは批燈取引に外ならないという

ことであるので，ここに訂正しておく G 前滋 286-287氏。

33) 1ltr絹子綴満州経済調査資料〈第五辻 4… 5JJ:o 

34) 同番， 198Jil。

35) ~錫良選稔1 第七，主主絞二年正月十ニ尽，西村成主役「子育関主義と幾村緩済につい

る東三重吉一J(uや園近代史研究会報 11令所収〉

2-3定。

36) 前掲『満州に於けるiゑ坊業J457-467氏。
37) 大巡取引所供養数値鵠題については，篠崎嘉郎 f機外|金数及財界の現状.JI1927年， J二

宅金， 169-221]誌に詳しし、。間稼， 215王立には， r金集主突き蓄の動機が母まに臼本人に利
し文書哲人の利害等を翁み定りし事務々の最も遺憾とする所jと述べてし、る。

38) 答者浜正金銀行裁交謀 F関燦糧綾取引事情.JI1919'恥 48Jl:。向様な指摘は援に，差是
喜善務省:ffi磯崎 F大笈ニ関スノレ識変 1911年， 74--75]誌にも見られる。

39) 満鉄経済欝査会『特綾取引の統苦手j及改善多方策jく立事長調資書類第8編第2巻)1938 

年， 201J認。主党i再，毛{手手取引を関わず，かかる契約港反に対してとくに法的措登

念講ずるこれま，慣習道的にほとんど行なわれることがなかったという。前十め F特
産取引事情J325…326， 350-351Jl:。

40) iItr滋 7泰道老後に)，をける糧浅の変革Ji5真。

五 糧践と農民

滋桟，農民間の限引も現物，先物，委託の形態により行なわれた。まず，

現物取引についてみると，その取引場所，跨溜僚の相異にもとづ

撮市イ蒋，糧棋院内における取引，大率活における取引に縮分されるo 第10表

(的主北畿地方の若手の市場における現物取引のあり している。筑物取

引の中では大~事j苫におけるもの念総き，どの;地方においても例外なく額桟の
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(b)批機契約

時期〈絵跨〉

7 

7-8 

5… 5 

(不明〉
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U:
 {城主満州国実業部臨時速幾調査局「特産取引3義務 1937年， 292-294支，仏)

t土問議318J"l:o

こJも

8合とも言われ

〈桝取〉による不正な議;込めが行なわれる荷翠慣が存続していた。

3升とも l斗につき 7，を「混斗Jと称

ているが，かかる商習慌が注践に寵するのは，

1石につき 2，

このようにまさに「中世的方

法jにもとづく潤得をもって樋桟lカ年の経基金支出合散い得るとまで称され

てし、ることtこよる。

この地方における次いで，先物取51，いわゆる批機耳支出についてみると，
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批き量取号!は，三井物産など特産商が先綾をつけたとし寸見解があるがその起

ともかくとして，一般的に行なわれるようになったのは確かに今世紀以

後の新しい務態と考えてよいであろうο20年代半ば以降に最も嬢んに行なわ

れるようになることは聞において述べる

器取引が占めた)，海倫〈爵じく40%)，

〈出灘高全体の60%~批

(50見)，拝泉 (40%)，

(30%)などにその一端を知る。批糧取引は第10表併に示されるように， I設

6月から 7月にかけて契約されるものが多し、この頃は，還を民にとっては

耕作のための費用，生計費などの資金が最も不足を来、す時期であること，

又，資金の供給者たる緩桟にとっても播穫後一定期簡を級ていることによ

り，農民の耕作欝積， fヤ柄成積の見込みなどに対する課査に好都合であるこ

とによるのであろう。又ラ契約値格については，題調査資料がし、ずれも契約

時点における市錨の50-60%が一般的であったこと

糧桟にとって甚だ有利なものであった。

しているように，

農民，糧桟関の委託取引は現物取ヲiが不謂に終った際に生ずるα すな

ち，農民は，その日の{国格に不満ユ見の時にはー

る価格の出た場合，又は，指定顛摂における

に街銅]しし，後日

よって売却す

ることを委託して帰るのが普通であった。この取引形態においてもf中役的j

荷穏僚が存した。というのは，ーたび或る糧桟に荷卸しすればもし価格が折

合なし も農民が他に赴くことは約二五きれず¥たとえそうしたとしても問

して最初の糧読が提示した以上の価格で践入れることはなく，この

場合にはさらに，議初の糧換に対し一定の保管料を支払わねばならなかっ

た?かかる慣習の存続は，機桟が院内ないし糠廠子を所有し，倉庫業机営

業していたことにもとづく o 満鉄の混保制度は一口一本を寄託単位にしたこ

と，出隊駅に制限を設けたことなどにより，農民が利用 wずることは到底不可

能であった。ここにも農主誌が謹設省f媒介にせざるを得ない現出があった。

'dて，上に述べた綴桟，長是民閣の限引においては， [-混三トjなど「中世:的J

(この点は糧識が荷人資本的性繋:を強く帯びていたことを示

す)を含めて，いずれの取引形態においても糧械にとって非常に有利に際関
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し り，総じて，趨桟に対する農民の従属的地位を予想、さ

せる。両者のかかる関係を規漉した理由として，額桟の存夜が特にその金融

機能的部鑓において，農民の再生産にとって不可欠な位置会占めていたとい

う率需が考えられる。まず¥当犠，儲蓄会などと主主んで，数糧取引はそれ自

体、幾誌にとって金融のー形態であった。叉，中央市場趨桟の多く

あり.:をの中で、も一定の機能的分化が遂行していたことは既に述べたが，こ

れと拭対語的に泊線，とりわけ話線外市場糧桟は雑費潟を兼業するものが圧

倒j約に多く〈ここには農産物蒐集機構と雑焚配給機構との一体誌が見られ

るL農民は日用雑貨品の掛売代金な農産物としづ形態、で支払う場合が少な

くなかったのであり，これも又，金融の…形態として存犯した。燦民に対す

る金議機関として，議論の果す役割は大きなものであった。

かくして，題浅〈ここでは沿線，治線外市場の〉は基本的には大主主蒐集機

総合有する糧穀商として存主しながらも， I湾特に大蕊保管機能及び金議機能

をも併せ有する として，大互主流通機構の中で生縁者にかかわる

していたのであった。

。主義市とは鉄造‘の際線辺ないしj県お1("市鎮などに存在した綴殻T打場であち，社i麹期
に入ると農民は大買を携え， ，馬主主主ど馬怒って綾綴りの築市仁三笠ち， ここに来る鐙淡

の鼠付け人(撃を綴的〉と徐々相対で取引した。これを築市{再とおし，一般的に行

なわれた取引務態であった。撤mH琴とは，終了行tこ向かっている幾民を穫後の客引
き〈接率的〉が引き止めて従綴で行なう耳元引であり，資手iけ競争の激しい;場合に

行なわれた。院内における取引は農民と機後が麟I~たになり，あるいは借金，雑貨

の務震などの関係が存する機会に行なわれ，

をもって来て泊る差是尽きどれ

て携えて来t.:大主主

は泳三長馬主事穏であり，馬主ド

は次5容に宿泊する農民に軽量桟を役務し，その売寅を草寺綾するようになっ，その代

償に大豆を…ヌ立の観念、で、手数料として絞めた。このような関係が発展して事大卒

お前掲『満州大豆JI106-107資，前掲 396-401賞。

3) 前掲

4) 前掲 402玄。
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5) 背ij掲「満州大主主論Ji194賞。

日 開策事事務府民政部民主務課 f満州大豆エ関スノレ調蕊~ 1912恥 74J.(。

?) 三三道鍍については，前掲『特綾取引事情Jl229頁，海倫については，問書， 328Jま

巴3義，採;泉については，百if持基 F絞売立立に購入警察情，普1iJl35…38J言。

8) 下街潟地方については綴山県ーの事例で，陰暦7月に契約されることな記している資

料がる:Qo

1937年， 131真。

9) 前織円七満州と東支鉄滋J!1:巻， 159Jま，首tr路下販売主主に購入議情綴 32J.(，前掲
『農産物販売事情議 102，131， 146頁，前協 f特度取引毒事情Jl302主主。

10) 前掲 f満州大変j117ー127J.(，前掲『特産耳元号陳情j294J言。

11) 満鉄隊工談「議州特霊長物取引指針Jl1925年， 12-13頁，議論「終渡取引の統昔話及

改善察方策2
12) 満鉄幾務課 F満flifこ於ける農業宅金融Jl1931年多における間際， ~合滋演，吉林， )奪

源各地の事例を参綴， I潟霧， 28， 39， 41--45頁。

13) 寄与掲F綴予言設に購入ぶ情絡 70…71J.(，前掲『差是室長物販売議:情議Jl97， 126真。
したがって，治線，とりわけ沿線外市場糧桟は，ざいかえれば幾村浴場に拠点を

者ナる趨桟は， .p~為市場のそれが司ーに論じ得ない郷酒ななする。このような

「農村土護者資本Jについての解明は，対象音質峻宅ピキ豪校に限定する本務の範屈を越

える。さしあたワ以下の研究を議事際されたい。門綴際

怒とその装調J(満鉄謁王寺部?昭和十六年盟天満州緩済研究空手線Jl1941若手，所収)，

夜間費翼手 F満州における総民地経済の史的展開Jl1965年，特に第号室言。

14) 遼滋， Z黒山系においては，そのtl主の糧桟が幾民にとって唯一の金融機関であった

という。前滋?満州に於ける農業金融Jl36， 42:R。
15) ヌド稿においては，滋校内郊のあり方については触れなかった。上坂箆三 F中国交

易機構の研究Ji19羽生手，第3綴をど参照されたい。

盟 第2期における大豆流通機構と糧技

1 ロシア革命と中東鉄路

1次大戦と P シア革命後における新しい世界史的条件を東北地方の大豆

流通機構とのかかわりで見た場合，最議要なもののーっとして多ロシア

がもたらした中東鉄路の性格の変北を指摘しなければならなし、。中鉄は革命

後もi日来どおりの経営が続いたが会列強のシベリア出兵とともにフランス，

!:!本，アメリカラ中器など7;り宮主役i構成員にする f連合題特別委員会j及び

「技術会議Jの下で経営されることになった。しかし，上記列強が次第にシ
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ベリアから撤兵し，中鉄との関係を薄くしていくにともない，東北地方政権

は中鉄の回収にのり出し，まず，岡鉄道付属地行政権を回収することに成功

し (20年 3月)，次し、で， 鉄道管理にも暫定的に参加することになった (20

年10月に中国政府は露亜銀行との聞に「中東鉄路管理規約Jを締結〉。その

後，中ソ両国政府の交渉を経て， r中華民国ソビエト社会主義共和国連邦諸
問題解決の為の大綱に関する協定J(24年 5月)， r中東鉄路暫行管理協定」
(同前〉及び「中東鉄路に関する追加協定J(同年9月〉の締結により， そ

の去就が定まった。すなわち，中鉄はソ連の所有するところとなり，同時に

中国政府，より正確には東北地方改権の代表者が経営に参加して，中ソ共同

管理の下に経営されることになったのである。経営主体がこのように変化し

た中鉄の存在が大豆流通機構に対して有する意味は，行論のうちに自ずから

明らかになるはずであるがここでは，中鉄が明確に民族資本育成策に立って

いたという見解があることを指摘しておく。アヴァリンは次のように述べて

いる。「露支協定はまた土着資本の活動にとって経済的な条件をも作り出し

た。ソビエトの代表者たちは運賃政策その他の処置において，ツアーの将軍

共や他の帝国主義者たちの如く地方工業の抑圧政策を採らなかったばかりで

なく，却って地方生産力の発展をあらゆる方法で助長した」。

さて，上にその一端を示した新しい世界史的条件の下で第2期の大豆流通

機構は，前期における「均衡状態」が破れ，大きく変貌する。それは， 20年

代半ば以降に顕著になる「官商筋」糧桟の買占め，その他一連の活動にもと

づく特産商の没落，及びかかる事態を通じての大豆流通機構の再編成とし

て，要約され得る。

2 官商筋糧桟の拾頭

満鉄の調査資料， ~満州特産界に於ける官商の活躍』によれば官商とは，

「官憲と特殊の関係を有する商人のこと」であり，さらに次のように細分し

ている。すなわち，①東三省官銀号，吉林永衡官銀銭号，黒竜江省官銀号な

ど官銀号が出資，経営する糧桟，②官憲要路者又は嘗て要路者であった者が

出資，経営する糧桟，③官銀号とは何らの関係はないが，その地方において
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官(a) 
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前)，富増祥(張学良)，園通桟(楊宇建，参
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間
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一
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万豊桟(劉尚清，奉天省長代理〉i長鉄

広泉公(彰賢，東三省官銀号総弁〉新台子

図

双廟子

昌

四平街

大昌隆(張学良〉万生泉(奉天系)，永衡達(吉林系〕公主嶺

同発長(呉俊陸，前黒竜江省長)，同盛和

(張海鵬，挑遼鎮守使)

永衡達(吉林系〉

広信徳(黒竜江系〉

子宮家屯

南羽E

永衡通，永衡茂，永衡謙，永衡北(以上吉

林系)

春長

永衡茂，永衡長，永衡泰，永衡裕，永衡和

(以上吉林系)

林で士三
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大連 i公済桟〈券系天系〉ぷ衡遇迷〔営林系〉
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相当の信用があり，一定の資室主主f有する者に対しては，官銀長子が禁占めを依

頼することがあるとして，①~宮高，窃及び③~準宮高，再者宅ど合せて

高館J糧設と称している。ここに言うさ三官銀管は各々その治主与を奨にするが

一応，各省中央銀行という規定安与えることが出来る。しかし，各官銀号は

侍れも本来の強行業務を行なう外に，公金援受など翁金庫の機能をも果し

さらに各識の「付議事業Jをも営むべく性格づけられていた。むしろ，次第

に f付属事業Jを主たる業務にするような観を疑するに譲り，

に際して行なわれた調査誌によれば三宮銭努ともに「付麗誘導議jがその主華客収

入になっており，中でも大豆売買が一重喪部門であったことが努らかにされ

ている。各管銀号の治資，経営した糧桟を第11表(品)に示す。次に，鰐11表(防

及び、第12表は官憲章き路言者ないしそれに準ずる者の出資ない した奇襲桟を

示してし、るが，これにより張作寮，学災害fはじめ，有力な官僚が糠桟に出資

ないし経営することがき接待において一般的な事態、であったことをうおる。

翁官銀与李総弁参賀の知~，遼陽その他26カ所の糧桟に出資していた。第11表

(c)は準官務に麗する民毘の糖桟を示しているが，これについては後述する。

第12表?苦言語筋趨桟 (2)

1ぎ 署長 名 出資機桟所在地

意芸 賢 束三省'ei銀努総弁 遼隊など26カ所

ニ子沖漢 5f;参議 遼 陽

綴奉 鉄嶺，法庫

:E樹事会 前す林省長 E:b 3 林

議森喜雲 中東鉄路参童委 遼 l場
李校林 吉林第二十六旅炎 八面城

了 超 務江鎮守使 まえ 革手

常議綴 線竜江緩ま義 3主域室

〔備考〕 前掲『東三王者官霊祭の施政府機J附録第一，1-12J0i。宮喜義名は1928年3月現
夜のもの。

このような官荷窮滋桟による大豆賢:きめの実態を具体的にみると，まず，

南満地方最大の7a線市場開原の状況を第13表により示すの官商務の買付けは

関駅発送高の50.5%を占めているが，被らの買占めはこれによとまるのではな
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い。というのは，彼らの満鉄治線における翼付けは通常混保君主券をもって行

なわれたのであるが，その全部は自信教分の駅発送高としては現われないか

らである。そこで，混保寄託高 (61.1%)，取さi所翼付高 (65.7%)，説内夜

賀高 (54.4%)を見ると他に比しての優位性がし、よいよ明較になる。次に，

南満地方主要沿線市場について第14表に，中央市場大濯について第15表に示

した。前者によると幸子駅発滋高の30.8克にすぎないが，この他に同表中には

「その他jとして現われている滋保蓋券による買付けを含め

て，前記 n誇?'Ii特産界に於ける宮高の諮議室」は，鉄嶺においては同駅出灘高
全体の60-80%，同様にお密60-70%，京親子6()--.70%を占めたものと

している。このように見てくると，次のような記述もあながち誇張とも受け

とれなくなる。「賀市数量も大連ニ搬出スノレ分/六欝ニユモ達シ大量ノ実物ヲ

謹ッデノ仕事アジマスカラ相場ヲ上ゲルモードゲ、/レモ殆ド銭面自在グ他ノ

出ズ扶手傍観只管官尚筋ノ一挙一動ヲ注視シテ僅カユ遮髄スノレ品

イト云ア状態デプリマスム以上，南満地方について明らかにしたわけ

であるが土議地方について拭どうか。第16表によると10克に満たないがこの

数学は官簡の買付け分を示ずにすぎず， I可表では「主務壌桟jの項に含まれ

ている準宮蒋の分を合計すると，立構地方出超高全体の過半が撲占められた

という。

院内主主貨高

0928. 2.28) 

第~8表 関原における綴3義者の動向

293，340 
く42.6)

f121111m!ιJZ;413 
〔備考〕 満鉄調変潔下満州特魔界に於ける官務め活躍~ 1928王手， 69-86真。
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第14表南満各地における糧業者の動向(単位 トン〉

|官商筋糧桟|主要糧桟|特産商|その他|合 計

開 原 103，464 69，321 32，151 204，936 

鉄 {員 8，746 4，584 5，021 2，987 21，338 
田国 図 3，266 3，145 393 4，654 11， 458 

双廟子 363 5，685 1，554 5，825 13，427 

四平街 18，579 25，287 10，021 22，631 76，518 

郭家庖 11， 936 3，192 10，213 327 25，668 

公主嶺 36，166 29，033 12，597 18，965 96，761 

m家屯 16，613 30，436 7，656 10，239 64，944 
長 春 6，768 100，078 15，641 31，094 153，581 

205，901 270，761 95，247 96，722 668，631 
メ口斗 言十

(30.8) (40.5) (14.2) (14.5) (100) 

〔備考J1927年10月1日から1928年9月30日までの各駅発送量，但し四平街のみ1926
年10月1日から1927年9月初日までのそれを示す。前掲『満州特産界に於け
る官商の活躍Jl84-161頁。

第15表大連における糧業者の動向

(刈到着高(単位トン〕

l官商筋糧桟|占師1外 商|邦 商iそ而]合 計

374，797 142，539 210，847 
1924年

365，824 657，115 1，751， 122 

(21.4%) (8.2) (12.0) (20.9) (37.5) (1Q0) 

345，339 251，606 224，374 
1925年

379，443 462，525 1， 663， 287 

(20.8%) (15.1) (13.5) (22.8) (27.8) (100) 

870，319 223，581 40，057 
1926年

326，563 619，429 2，079，949 

(41.8%) (10.8) (1.9) (15.7) (29.8) (1Q0) 

825，376 160，943 100，128 493，381 979，304 2，559，632 
1927年

(32.2%) (6.3) (3.9) (19.3) (38.3) (1Q0) 
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1926.12.1 33，225 4，098 33，051 97，774 

~ 1 927 . 11 .30 (34.0) (4.2) (33.8) (100) 

1927.12.1 2.131 11，495 39，262 

~lg28.5.31 (5.4) (29.3) (100) 

〔綴選手J(a)は前掲 18仔…182J(， (h)は問書， 183-
186賞。

第16表 jと満各地における警護業者の動向(単佼事〉
…一一ーァー………ー一一一寸…一一

;主要務総 jタト

123 231 
出
比

i祷

742 

40.443 

2，235 667 1，599 

90 ふ942

5，709 

40，443 

2，682 I 83，348 

5.646 I 3 

19，986 I 2，662 
一一一一一~吋叩ωJ一一一一ー一一一ωω

12.5 I 30.0 
3.2 

満鉄議査諜lI~tì筒に於ける各特漆碕の大主主取扱数量 1928年，1:頁。 1926年
10f-:lより28年3見交で、の貿付高を示す〈但し，一部被の分は27年1月より同
年3月まで，又，双談室主の分は26年12月より28王手3Mまで、)01満J~とは満鉄
系 (1.1.800プ…ド)， 1"ドJei土中鉄車 (1:家1.∞gプー r、〉のこと。
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ところで，官商筋糧桟による大主主資占めはどのようにして行なわれたので

るろうか。以下に引用する資料は彼らによる紫占めの「手口J，

た影響などについて余すところなく

に毎年大立の出類初期からー，

ている。「今一文の策動の手口を見る

前部ち八，九月頃先づ青白取ろiか

れるの〈中路〉誌の取引は現品の引歌以前に代金合言言渡すものなるに依

り炎れだけ危険が伴う訳であるが，発券銀行乃至其{則論たる商としては自

己の不換紙幣滋発をもってするに依り在程の背痛とならぬa 聞も窮迫状態に

ある農民は主に之に依てその収穫前に売却し飽の必要品貿付けの議に供し得

るに依り金融上利便を受けることが多L、而して十月となり大立の出建がき建

障に開始するに到れば援等の策動も となる。彼等の霊的は唯不良

紙幣の濫発による大豆の取込にあるた以て，その翼付組設の翻き左税関題と

することを建築せぬ。従てーで般市{百五よりも欝高に渓進むを常とするに依り官商

以外の潟人はその活動々全然封ぜられる選手となる。官務は紙幣の滋発自由な

るに反し，他の商人がその議長幣をど受得、するためには他の優良質幣をど以て先づ

買付さるべからず。それが為その不良紙幣の騰落による損害迄も負担さ

せられるに依り，斯くのおき危険主義関して奥地で大立の買付けを為すより

も，官商がその買付大立の売込機践として利用せる大議怒号i所その他に於て

その緩良貨幣をど以て翼付ける方が安全息子釘科である。官商の買付大立は自己

の不換紙幣に依り翼付けた大豆なるに依りその売込先に於ては彼等の一般市

銀よりも多く割安に売却するからである。くや聖書)13'商制度は発券銭持にと

っては頗る殺科な制度である。大豆の出彊盛んな時期に其紙幣を買付け，こ

れを大連その他の地方にて売鍔し金諜，診察その飽の懇話良な貨幣を受得して

置き，大互の出揺が終怒してその発行紙幣が過剰となり稲場が暴務するのをど

でこれをその暴落した持簡にて他の紫幣を以て間収せんか，その暴落に

る差額だけが殆んど労せずして郭得するに筆るからでるるふ

これまでにその実態を明らかにして来た営務範糧桟の大豆貿点めをめぐる

問題点を，大草寵還機構の再綴詩文という観点から整理すれば，第1に，

翼占みらにとって躍接的に最大の武器になったのは，官銀平手が遇策発行権を有
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することであった。より詳しく言えば，各官銀号による「不換紙幣濫発」が

官商筋糧桟をして沿線ないし沿線外市場糧桟と先物取引(現銭期糧〉を行な

うことを可能ならしめ，ひいては後者がさらに農民と批糧取引を行なうこと

を可能にするとし、う金融構造的関連が形成されたのである。

当時，東北地方には 3つのタイプの金融機関が存在した。第1は，各省中

央銀行である三官銀号，及びそれと基本的に同一性絡を有する辺業銀行，中

国，交通銀行支庖(但し，辺業以下は付属事業を有せず)， 第2は， 帝国主

義諸国の東北地方に対する進出の金融的尖兵の役割を演ずる各国金融機関

(例えば朝鮮，横浜正金，匪豊各銀行の支庖)，第3は，銭荘，銭舗，銀櫨，

当舗など伝統的金融機関である。これら金融機関と糧業者との金融関係を数

量的に明示することは出来ないが，官商筋による買占めの展開とともに官銀

号が， r束三省商業金融機構をいわば『独占」する」ような事態が生じとた
いうことは，当時にあっては，外国側金融機関の優位が必ずしも確立されて

いたわけではないことを物語るものと思われるO 当時の金融構造的関連の中

で官銀号の占める位置がし、かに大きなものであったかついては，事変後にお

ける日本軍による接収の結果，各地糧桟の倒産が相次いだこと，又，農民の

経営困難に拍車をかけたことが日本側調査資料に瀕繁に記述されていること

によっても傍証し得る。なお，大豆買占めの動機が寧，政費調達にあり，買

占めのための不換紙幣濫発がこの地方の幣制混乱をいよいよ深刻なものにし

たとしづ指摘がなされているが，この問題については後に検討する。

第2に，買占めの進展が与えた影響のうち最も重要なのは，日本側特産商

の没落，衰退である。既に引用した資料によってうかがわれる外，第3表の

日本側取引人の減少として，端的に表現されている。各地とも半減に近い状

態であるが，とりわけ開原の激減はこの地における官商筋の活動が激しかっ

たことに照応しているのであろう。大連におし、ても最盛期には 100を越えた

ものが30に足りない有様になり， 1907年以来存続するものは三井物産， 日清

製油のみであった。但し，日本側特産商の衰退にはもう一つの側面があっ

た。それは，倒産を免がれ得たものにしても専ら大特産商の代理買付けに活



(176) 176 経済 第24巻務1勾「

路を見出し，したがって大特産商に対していわば雪弁化jしていったこと

る。大連におけるかかる傾向は第17表により示ぢれるし，その他の地方

においても部議な事態が進行したっ第17表は大速にお狩る大主主粍の輸出

、て示したものである。臨海お;のよ主援の増加は抱の特産高の没落

ないし後らへの「買弁化Jを意味するの

1921年

1922 

1923 

1924 

1925 

1926 

1927 

第17楽大速における輪移潟大豆・笈i拾の荷京〈王手{立 トン〉

1，646.603 

1，722.611 

1.959.068 

2，041，927 

2，043，678 

1，99ι842 

2，207，273 

四言寄1友綴f多1巨額〔その割合〉

463，407 

434，133 

714，736 

747，659 

782，509 

1， 1Q9; 439 

1，025，824 

28.1% 

25.2 

36.5 

36.6 

38.3 

55.6 

46，6 

〔僚主考) 1926ij三までは篠崎嘉去IS
1927俸は吉w渇 F火蕊特波市場不授の芸京国と

下主主， 1928if， 156--157JQ 
94…95頁。鈴木商J占が27

年?こさ I~あげたの旬、'

ところで，官商務による大豆買占めの影饗は特設商に限定されたわけで、は

なく，主察官商にも腐dない一般の犠銭に対しでもれ繋をど与えたことは苦言うま

でもなし、o 銀号が一般の滋桟の貿付けを圧迫する目的で，出 J轡揺になると

特産資余貸付けた停止したという事実もある。しかしここでより注目

きは，いわゆる準宮高のゆに純粋に民間の撞誌が合まれていた事実である。

大;速の東永茂をはじめ，的れもその土地における最も有力

った。これら民間の糧桟と官商との結びつきのあり方(例えば科益分説の方

法など〉さと具体的に知ることは出来ないが，特産腐の勢力を駆逐することに

ますし、てこの両者が科書役等しくする立1援にあったことが，結合IJ)基懇であっ

たと思、われるつしたがって，第3に9 以上に述べた事態，すなわわ，宮潟務

の禁占めが展開する選程で，本来的には範11言語会異にする民黙の糧識と官商な

いし官銀3きとの結合が拡大していったことを，第2議に新しい，特徴的な事

態として，指摘しなければならなし、
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さて望これまでは専ら官商箭糧桟の緊占め関経について検討を加えて来た

が，ここに苦言う官務簡糧桟の始頭にはもう一つのi村容がある。それは，

るだけではあきたらず¥輸出部需にま℃、その

のばして来たことである。まず， 28~ドに束三省首銀号付属事業のーとし

れたが，該公苅は豆一 P ッバへの大主主輸出をになう

を与えられた銀号の海外紫主主部jであった。 i可己競話発令ー(長春にヨド1;5

を各地に支!お，聯号令もっ

若者油防公会も r豆粕取引
がお -12ヂパに支!おを設けており，恰繭

く:為If粕及:豆治のシベリア経由欽チli陸

し，蘇ぅ芝当患の許可を経て実行したjというが，これらの動きも

られたとも考えられる。さらに，後述する

遂事務所Jの設立もかかる動向の発展したものとして，構想されたもの

ろうのここでは事変斑後の10Jl2413に，官銀惨などや露側金融機関接戦の責

任者であった首藤正芳に対して提出された長森特態物商組合の嘆額議を示す

ことにより，宮商筋のかかる輸出部寵への進出が日本部特産商にどのように

とられたか念切らかにするごとにとどめ，そのことの有する潟、味につい

ては後に検討合加えることにする。

中央進出箪績の義援と共に近

しくRつ潔怜と相成り遂に其置系利迷会司誌欽州市場に迄進出する

に澄り吏に索天政府財政には大豆モ/ポヲー法も成案致し恕誤a不換紙幣
を濫発，採算.を度外視して大豆を巽付け此な紗薬乃至金禦に換貨以て奉天説

権主要の財源と致し藷候事は否むべからざる事繋に有之liiT記モノオミリー

も張学良の離資J令就任と共に箪費窓、々に増加し来りたる奉天政権としてやり

と雪転手子候〈中略〉。

る大宣言ピ管銀号が現在の資占

したる釦く将来披等自身欧州へ海遊叢輸出する様に花|成候捻ばi比れ正に経済

的に満チHより邦人を駆滋ぜんとするものにて帝際権益擁護上にも濯過し得ざ

る護大事なる議:(以下略)J0 (傍点は引用者〉

3 官接与すの不指紙幣濫発言どめぐる階題
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その成立以来大豆の買付けを独自に行なっていた寝務寝桟が，民障の糧壊

の一定部分と結びつきつつ，不換紙幣の濫発会武器にして全東北地方的規模

での鼠占めにのり出して来たのは，読に述べたように20年半ば以降であっ

た。この時期は繋う支でもなく悶民革命の畏裁と挫折の時期であり.-j]jで

は国民党によるー誌の統一が完成した時期でもあった。この地方に即してみ

ると， 19年に東北地方の務権を握った張繋が関内進出を余て，ためにこの

地ガが中間全体の政治的焦点になる局面も見られたわけである。このような

政治約議向と官商筋の翼占め，官銀号の不換紙幣濫発とその100絡の善悪議事はこ

の時期に集中しているのここから，官商問簡による大豆繋おめは従来の如く

絡なる不換紙幣滋発によって箪，政費を鱗達し得なくなった東北地方政

が，新しい!軍政費調達の手段として行なったもので、急るという通鋭的理解

が行なわれている。

ただ，小林英夫氏においては，宮銀努が「強権力を務室表tこ特波大豆買占め

を行ない，その利益をもってお本の金緊，診察~手に入れ，韓入品代価支払

にあてると馬特に乱発した奉天紫を吸収するJとL寸不換紙幣の下務を鈴

るための「メカニズムjを保持していたこと，及0:，既に述べたようなこ

の時期の金磁構造的関連の中で，批縁取引を混じて幾民金融と密接に結合し

ていたことにこそ，不換紙幣の価格下獲にもかかわらずそれが流通し得る秘

密があったこと多の 2点、を正当に指擁されている。しかし小林氏にあって

も前記の「メカニユズムjはお年以降，世界的な銀髄格の低務と東北地方故機

の軍資金捻出のための急激なインフレ政策にともなう不換紙幣の価格主義落に

より揺壊し始めたと拘る;築者は以下に述べる援拠にもとづき，かかる通

説的現解は非こー閥的であることを指摘しなければならなし、

事変後，官鍛手子接収にともない行なわれた各官銀号の級官?内容についての

次のような叙述が晃られる。まず， と

らるるが如き

不良銀行にあらず。〈にや略〉時局安誌の後官銀号は之を政府の去金取扱銀行

とし しめ， るカ勺
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交通両行の省内紙幣発行を

禁ずるに於ては，始めて遼寧省に於て統一せられたる中央銀行を得ベし」。こ

中国，辺業銀行の発行権を官銀号に譲渡せしめ，

の両行について， u満州中央銀行沿革史』の中では， r昨年十月， 当号及び辺
銀の監理開始に当って懐抱した帳簿の虚構記入，二重帳簿ーなどの掛念は消滅

した。(中略〉 尤も， これだけでは同号の帳簿が大体正確と見得るというだ

けで，張父子が数次無謀な征戦を敢でした上，少なからざる私財を蓄積し，

尚， 公勘定に於てもかかる余裕を存し得た理由は不明である。(中略〕 これ

については，支那流の征戦は大体随処に軍資軍糧を獲得する方針であり， 又

勢力を増大し得た場合は他省、或は中央此府からも資金を得たこと又，彼らは

権力を得ると共に儲け口を探し得たことも考えねばならないが， 一方には奉

票濫発の機構によって民衆を搾取したことは少くないであろう。特に張学良

時代になってから奉天票整理までの三カ年間の乱発の跡を検すると，財政窮

迫のため止むを得なかった故というよりも，むしろ積極的意識的に利得を自

的としたと思われる節があるJo(傍点は引用者〉

吉林永衡官銀銭号については， r此扶陥補填の為め(不良債権整理一引用
者〉同号は同年より其純益中先づ二割を特別積立とすることを実行し， 又近

年に於ては省政府の受くべき利益配当一切を挙げて旧勘定に於ける省政府債

務の弁済に充当し来居れり。此事実は一面同政府の同号に対する真面目の態

度と思わしむるものにして(中略〉不景気かなりに深刻な昨秋に於て右の剰

余を示し(中略〉同省財政上誌に同号に対し著しき光明を与ふるものなり」。

20年代における東北地方政権の財政，金融問題について全面的に検討する

ことは他に譲るが， これらの資料を見た限りでも官商筋による大豆買占め

が，直接に軍，政費増大にともなう財政窮乏を補救する意図の下になされた

ものでないことは明らかであろう。すなわち， 当時の東北地方政権と官銀号

の関係はかなり健全であり，東北地方政権の財政は必ずLも窮迫していた

とは言えないこと(事変後の満州中央銀行設立に始まる「満州国」の幣制改

革遂行にとって，官銀号の蓄積した資金が重要な役割を果したという今日ひ

ろく承認されている事実からも，かかる判断は妥当性をもっ)， したがって，
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占めとそれにともなう不換紙幣濫発は，むしろ利得を本来語g的にL

て行なわれたことがわかる。より詳しく言えば，不換紙幣濫発令テコにする

大立笠占めが農民の剰余鱈桂三k収奪するための非常に有効な方訟であること

の明被な自覚にもとづI!f'，幣制改革実行の見過を他方にもちつつ，強蓄積の

として積極的， たことにこそその本質的側部を毘なけ

ればならなし、さらに， 20年代半ば以降に顕者な増大を晃必る官銀吟の産業

への投資〔締業，兵器製造業，鉱業，とりわけ鉄道議〉の資金的源泉が，大

豆箆おめからの耗益にもとずくとしづ指摘も上に述べた理解が可能であるこ

との傍語おこなろう。

以上のことにかかわる問題として東北地方改権が，いわゆる東北易轍 (28

年12月〉により中間本土に政治的に包摂される過程で，幣制改革に本格的に

したことをとりあげなければならなv、。これについては前記小林氏の研

究を参黙されたいが，ここでは，幣制改革実行の議接的なきっかけのーっと

して世界大恐慌の東北地方への選手饗に対応せんとしたことがあり，そのため

の具体策として，金本位制への移行とともに糧桟機構の近代化が構想、され

た?とL、う指摘に該自しておきたし、

4 鉄道関簡との

第3期における大軍流通機構と鉄道錆露との関連は，宮高第の大豆賀

が，中路製u自弁鉄道の拡大と結合して進められたことのうちにあるの以下，

初年代における鉄道関童話について本稿の諜舗にかかわるかぎりで，

討合加える。

第18，19奈は東北地方における鉄議の概況を示したものであるが，これに

より， a本線.u鉄道の圧倒蔀な媛位性を知るとともに， 20年代における

i句の点から外間{潟の停滞状況に対比して，中国側鉄道の顕著な発終ぶりが設

につく。玄ず，自弁鉄道について見ると，やでも護主要な北移打遥綴りと家鉄

路の一部で、あるが2 この線は中国側;官務合弁により27年11月に竣工)，機海，

吉潟，ヲ寄克などは，一方では， 24年4月に東北地方における自弁鉄道の…元

化を目的に設立された東三省、交瀧委員会〈のち
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(1隙符〕 満鉄n誇ーチli鉄道建設秘11939年， 1詑皇室， 90-92， 167-171)まc

え号

事務19表東北地方における欽滋一覧表

社i 資

主投海鉄路; グ ! グ
予f克鉄路| ペド慰安弁 ; グ

滋索鉄路| グ | グ

〔備考) 前橋干満?村鉄道進出生誌』総統 12-166頁。{践し

アリン著， ロシア開題研究所訳 F列強対話寄工作史J下宅金，

中東鉄路

~t 察室長総

溺満州鉄滋

究主喜怒使鉄路

育長鉄路

渓域戦後鉄路

回数〈鄭〉鉄路

天際経使鉄路

穆後鉄路

開重量鉄路

鶴立衛欽終

決昂鉄路

金者議鉄路

海海鉄路

三ぎ線鉄路

n乎 j怒鉄路

ソ中合弁〈ソ100%)

英中合弁〈茶25%中f5%)

段本;資本100%

日中合弁(EI85%q:lJ5%) 

グ〔日90%球'10%)

グ(tヨ100%)

// 

ソrt合弁(ソ50%中50%)

仁村岡高弁

段中合弁論〔山口0%)

グ 〈尽き5%ヰ15%)

中国管l尚合弁

臼中合弁〈日100%)
中閣官窃合弁

ソ漆・中~

英国・中国

13本

中国

H本(瀦鉄〉

臼本・中間

// 

// 

ソ巡・中国

や慰
11 

防本・中悶

Jケ

中関

日本・中国

や国

グ

1.000 

1.436 

0.762 

1.436 

0.762 

1.524 

1.000 

1.524 

1.436 

，y
，F
Z

F

一

F

J

j

J

J

 

1/ 

ノク

グ
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した f東北欽議網計磁.J(そのゆ心は閣議島築港計画〉

の中に位置づけられつつ，敷設されたものである。そして，地方では，資克

鉄路を徐いて満鉄と競合関係に立っこれら諸鉄道は，機海鉄路のように関本

鶴の承認を経ることもあったが， r満州議後条約付屠秘議議定書J(15年12月〉
3条のいわゆる「満鉄併行線禁止条項J及び r"l締蒙四鉄瀦に関する交換公

(18年9)ヲ〉を摂拠にする日本織の抗議宏無視して， 強行的に敷設され
め

0

8

た

3と，借款鉄i援の中でも最も議要な諒潟ラ現吉敦各鉄道にしても，

の管護運営については次第に中関側の意向が強く反狭ずるようになってい

き，事実上，自弁鉄路と絞らないような役舗を果すようになる。∞四挑鉄路

の場合は，局長(中国人〉は今回事務， 会計の各処授に支鮮人高1]処

き，借款契約により派遣されてし、る日本人処授と需格で執務せしめ，

日本人処長の借款条約上の権限を侵容し，以て支部側に之を回戦せんと謀り

つつ」あったという〈初年2月〉。窃説昂鉄霊舎の場合は， r説昂鉄路借款契約
付罵設捜文書jに反して，誇鉄道路本人瞬間の権限たる

を無視した (28年1月〉。 φ吉敦鉄絡の場合， I日台数鉄路請負契約j に反し

て，関鉄道余計主伎に日本人を採用しなかった。§北穆鉄路の場合法，第二

童手渡戦 (24年9月〉の際にその管理が関内外に間断され s この時には宝幹夫派

の中央選出によって間後したが，張林軍需の爆死 (28年6月〉によってそ

現は再び関内外に分断され， 29年10月に蒋統一されるまで，事実上東北地方

政擦の所有に帰したほどであるから，やはりや雷{郊の選:向が強く欝いていた

と見られる。

ところで，当時の鉄道分布状況からして，自弁鉄道と斑接に総合する独自

の海港をど設定しない限り，中国制がいくら多数の自弁鉄i撃を敷設しようと

も，それらは結局のところ外患叙JJ鉄道の塙裳線になんじなければならなし、

アメリカ糸資本の汐ランダ築港会社の言者負により 30介‘7月から工事が開始さ

れた「苦言綬鳥築港計閥 If丸かかる状況を根本誌に打破する目的をもって打

ち出されて来たもので、あり，該工事が完成を見た暁にはや語側諸鉄道の集結
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点として，大避に代って大立をはじめとする輸出入寅物の一大集散地になる

はずであった。そして，さしあたりは，営は滋河北地頭の設嶺にー誌の改善

会施すことにより，その殺害認を巣させたのである (30年12月埠頭拡議工事，

31年2月結氷期における砕氷舶の使用など〉。 さらに， これらと波行して，

自弁，借款各鉄道聞に漣絡事合滋を行なうことによりヲ貨物を全てゴヒ寧鉄路営

口河北駅に多様やする体制がっくりょげられた。具体的には，お年12月に務海

第20表務天，鄭家屯~ T吉林を起点とする満鉄経由実trf1慰銭u鉄滋経由運賃対照表

一十一五←鉄経出'*'~京王正J

起 点!線名

℃土ォ
に1

(2) 

(3) 

1.4701 108 

機鉄認査課
1931年， 67~98頁。:i!草F賃 a は i トン当， いま100kmlトン当主 cり;大豆1001T当。
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第21表満鉄，中鉄および中国側鉄道別大主主お菜室比絞(単位 トγ〉

満鉄治緩や鉄沿線塁塁総鉄道 p窓生 メiこ込3 

1923年
1，057，257 1，195，287 358，307 266，161 2，877，012 

(37) く42) (12) 〈き〉 (100) 

837，340 1，699，648 305，790 268，n5 3，111，553 
1924 

(27) (54) (10) 〈き〉 (100) 

1， 064， 651 1，963，914 427，884 173，812 3，630，261 
1925 

く29) (54) く12) (5) (100) 

977，971 2，398，941 394，616 268，638 4，040，166 
1926 

(59) (10) (7) ( 100) 

1， 161， 115 2，030，787 482，307 323，351 3，997，560 
1927 

(29) (51) (12) (8) (100) 

1，072，了33 乙344，168 559.383 4.213，575 
1928 

(25) (56) (13) (6) (100) 

O 2，312，054 183，963 3，897，975 
1929 

(19) (59) く17) (5) (100) 

1930 

〔備考〕 火豆及び:筏粕(豆粕は大豆に換算〉について，

引いた分を合計したもの。前協『満州交務総鉄滋沿線地方に於ける火援の出

郷土議定号事情及茶対応策~ 6 J'{。

北寧開鉄路聞を敷設したことをはじめ， 29年12月に斉克，説昂，部部，

四鉄道織における連絡運輸を実現し(し、わゆる i務部路連議J)，30年 4.Rに

麓海，北寧関鉄道間の連絡運輸協定が成立したくいわゆる「東

回路速運J)。当時，日本側で言うところの「機鉄告関鱗jは，かくして一応

完成したのである。

さで，密弁鉄道の量的拡大借款鉄道に対する彰響力の増大.;それら務鉄

おける議絡議輸の実現などを内容にする中国側鉄道の発擦は，そ
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の実施せる蒐貨政策と相まって，この地方における大豆その他輸出農産物の

流通経路に重大な影響を与えた。すなわち，中国側鉄道の大豆蒐貨のための

基卦的政策は運賃割引であったが(北寧鉄路の穀類輸送に関する特定運賃

率。四汎，部昂両鉄路の北満貨物に対する運賃割引。蕗海，吉海両鉄路の連

絡割引運賃など)，これが当時の世界的な銀価格の低落傾向とし、う好条件も

あって非常な威力を発揮し(満鉄，中鉄の運賃は金建，中国側鉄道は銀建)， 

従来満鉄，中鉄により輸送された大豆のかなりの部分が中国側鉄道に吸収さ

れるようになり，同時に，大豆集散地が満鉄，中鉄沿線から中国側諸鉄道沿

線に移動し始めたのである。第20表は，奉天，鄭家屯，吉林から満鉄を経由

して海港に向けられる大豆の運賃と，中国側鉄道を経由するものとを比較し

て，示した。起点がどこに置かれでも中国側が庄倒的に低運賃である。大豆

1トン当りの運賃をとりあげてみると， i前鉄を 100にすると奉天を起点にす

る場合は中国側24，鄭家屯の場合は同じく37，吉林の場合は同じく64にすぎ

ない。次に，第21表は， 23年以降における大豆出廻経路を各国鉄道別に示し

たものである。これにより，全体的な趨勢をうかがうことが出来るが，さら

第22表満鉄及び中国俣IJ鉄道大豆出廻の推移(単位 トン〉

(a) 満鉄奉天以北主要駅大豆出廻高

1926年 1927王ド 1928年 1929年 1930年

数量|指数 数量|指数 数量|指数 数量|指数 数量!指数

撫 11原 61，379 100 110，177 180 46，718 76 35，571 581 37，742 61 
鉄 十品 49，332 100 57，691 117 50，667 103 35，508 721 35，630 72 
開 原 275，469 100 229，051 831 179，925 651 104，304 381 125，708 46 
昌 区l 14，238 100 25，507 179 16;056 113 6，249 44 8，907 63 
双 廟 子 13，846 100 13，987 101 18，075 131 14，485 105 12，645 91 
四 主F 街 65，291 100 69，071 106 7z， 928 112 58，360 891 59，641 91 
郭 家 庖 25，635 100 30，804 120 30，516 119 23，622 921 22，429 87 
o 主、 主 E員 136，250 100 145，748 107 127，010 93 91，578 671102，751 75 
?日 家 屯 57，497 100 77，707 135 73，975 129 58，724 102 53，698 93 
そ の 他 66，209 100 86，248 130 110，563 167 79，161 120 92，819 140 
メiコ斗 五十 765，146 100 845，991 111 726，433 951 507，562 661 551，970 72 
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(b) 営口河北駅到着大豆発送地域別

1926年 1927年 1928年 1929年 1930年

数量|割合 数量|割合 数量|割合 数量|割合 数量(割合

北寧沿線 21，727 931 19，854 100 23，875 991 11，429 31 16，655 8 

通 遼 60 。 220 2，370 7 2，935 

四 ij~ 沿線 3，987 11 48，740 23 

四 平 街 1，060 3 9，180 4 

挑昂治線 22， 180 10 

斉克治線 13，650 6 

奉 天 1，750 7 7，720 21 3，220 2 

溶海 ifi線 10，070 271 78，520 37 

吉海治線 9，370 4 
吉 林 11，060 5 

言十 23，474 100 19，914 100 24，095 100 36，636 100 215，510 100 

〔備考J(めの数量は大豆及豆粕(豆粕は大豆に換算〉について，各駅の発送高から到着
高を差ヲ1"、た分を合計したもの。 (b)の数量は大豆三品の合計である。前掲『満
州支那側鉄道沿線地方に於ける大豆の出廻増加事情及其対応策j11ー13頁。

に第22表は満鉄と中国側とのより具体的な比較を可能にする。同表(司によれ

ば満鉄主要沿線市場いずれも減少しているが，特に開原の減少は著しく， 27 

年には27万5千トンを記録したものが， 28年9月に営業を開始した蕗海鉄路

の影響を受けて，半減しているのである。そして，これとは正に対照的に，

同表伶)によれば，北寧鉄路営口河北駅到着大豆は年別推移において大幅な増

大を示すとともに，その発送地域が多様化しているのであって，中国側鉄道

の発展を反映している。

以上に加えて，中国側鉄道は官商筋に対して特別の優遇措置を採ってお

り，例えば， 30年以降斉克鉄路沿線において買付けを行なった黒竜江省官銀

号系糧桟に対し，四部，挑昂両鉄路は各25%の運賃秘密割引を行なった。し

たがって，大豆流通機構と鉄道問題との関連は，一面では，官商筋に対する

中国側鉄道の採った優遇措置が彼らの買占め，輸出部面への進出に有利に作

用することにより，大豆流通機構における官荷筋の比重もいよいよ高めたこ

と，他面では，彼らの買付けの増大がそのまま中国側鉄道への蒐貨増大につ
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ながることにより，彼らの買占めが中国側鉄道の発展の重要なー要因になっ

たこと，という二側面においてとらえられねばならなL、。しかも，この両者

の関係の発展は，はじめに述べたような意味で大豆流通機構の根幹を掌握し

ていた外国側鉄道の存立にかかわる問題という性格を内包していた。中国側

鉄道の攻勢に対する策のーっとして，日本側特産商の非難を蒙りつつ，満鉄

でも官商筋には大荷主として特別の運賃割戻を行なうとL、う措置を講ぜざる

を得なかったことは，当時のこの地方における鉄道にとって有する大豆の重

要性を，最もよく示している。

5 小括

1931年2月，東三省、特産購運事務所(以下特購事務所と称す〉及び中国運

輸公司が設立された。特購事務所の設立は，最初に日合爾演総商会が提唱し，

遼寧財政委員会の検討を経て実現したものである。三官銀号と辺業銀行が出

資し，総号を東三省官銀号内に，分号を開原，公主嶺合爾演外 lカ所に置

くことになっていた。その章程によれば，業務の大綱は，東北地方における

大豆の買占めを行なうとともに，その運輸についても一手に独占せんとする

ところにあった。その具体化のーっとして，現大洋5，000万元，恰大洋2，000

万元の増発を行ない，それを資金にして，特購事務所の指揮の下に前記利達

公司は，アメリカのダラー汽船会社との間に合同輸送に関する契約を締結

し，同時に，ハンブノレグの貿易商社，製油会社との聞に直接に大豆の売却を

行なう契約をまとめた。こうして見てくると特購事務所と中国運輸公苛の設

立は，既に述べた世界大恐慌への対応策のーっとして出された，糧桟機構近

代化構想、の具体化されたものであったと考えられる。しかも，その目的及び

設立経過からみて官商の外に，準官商たる民間の主要な糧桟もかかわりをも

ったと思われるから，特購事務所の設立は，大豆の買付け，輸送，輸出を独

占すること，言L、かえれば，大豆流通機構の全部面から特産商，すなわち外

国側糧業者を完全に排除することを目的にし，組織的には官銀号の統制下に

この地方の主要な糧桟を糾合する，一種のシンジケートの結成を意味する。

満鉄の調査資料は特購事務所設立の意義について次のように述べている。
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「支那官憲は自己の手を以て買付を為し之を自己の鉄道を以て運搬し更に之

を自己の手にて海外へ輸出せんとする意図あり此大理想実現の目的を以て着

々其計画を進めつつある」。

そうであれば特購事務所の設立は，これまでに諸側面を解明して来た第2

期の大豆流通機構における，官商筋糧桟の拾頭の頂点に位置するものと言え

るであろう。又，前記長春特産物商組合の嘆願書中にふれてあった「大豆モ

ノポリー法」なるものは，かかる意図の実現を法制的にも保障するために検

討されていたものであろう。かくして，官商筋糧桟の買占めにはじまり，彼

らの輸出部面への進出，さらに特購事務所設立に至る一連の事態によって第

1期における「均衡状態」は崩壊し始め，東北地方の大豆流通機構は全く新

しく再編成される展望を内包するに至った，と言えよう。すなわち，事前直

前の状況を要約すればw 一方には，中小特産商を「買弁化」しつつ，さしあ

たり輸出部面における独占化を更に強化しようとする特産商，とりわけ日本

側大特産商の存在があった。他方には，中小糧桟を金融の側面から掌握しつ

つ，生産者からヨーロッパ市場に至る全流通機構を掌握せんとする志向を有

する，官商筋糧桟(官商及び民間の糧桟の一部から構成される〕が存在して

いたのである。かかる両者の対抗は各国鉄道相互の角逐とからみ合いなが

ら，いよいよ激化する様相を示していた。

ただ，ここで強調したいことは，このような発展方向をもつに至った官商

筋の大豆買占めの「成功の要因」についてである。前記長春特産物商組合の

嘆願書においても，満鉄その他の調査資料の記述を見てもひとえに官銀号の

不換紙幣濫発にその要因を求め，日本のこれまでの「対満蒙政策の失敗」の

最重要なものとして，したがって来るべき「新国家経済建設」の重要な柱の

ーっとして，通貨金融制度改善の必要が高唱されている。しかし，官商筋の

買占めの「成功の要因Jを専ら官銀号による不換紙幣濫発に帰することは，

皮相な見解と言わなければならなし、。この地方をめぐる当時の世界史的条件

についてさしあたり除外して考えるとすれば，既にHにおいて明らかにした

ように，大豆流通機構における蒐集部面のうち生産者農民と直接に結びつく
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部面を糧桟が強固に掌握していたことこそ，基本的な要因としてあげなけれ

ばならなし、。逆な言い方をすれば，この地方への日本帝国主義の経済的進出

は，この地方の「農村の基底」を把握するまで、には至らなかったので、ある;

もし，事態がそうでなかったならば，すなわち，特産商が金融的ないしその

他の方法により糧桟(とりわけ泊線外市場の〕や農民を把握していたなら

ば，いかに官銀号が不換紙幣を濫発しようとも，大豆の買占めとしづ事態は

現実化し得なかったものと考えられる。糧桟が農民を掌握しているという前

提があって始めて，それら糧桟を金融の側面から掌握していくことにより，

官商筋の買占めが可能になったのである。

1) この間の経緯は，久間猛『北満州、l ノ政治経済的価値~ 1923年 79ー177頁，前掲

『列強対満工作史』下巻， 285-358頁に詳しい。

2) 前掲『列強対満工作史』下巻， 435頁。

3) 満鉄調査課「満州特産界に於ける官商の活躍~ 1928年， 4-6頁。

4) 東三省官銀号は，奉天官銀号 (05年設立)を継承し， 08年に奉天省政府が溶平銀

30万両を出資して，設立された。その後，資本金は銀両から銀元に改められ次第

に増加したが.24年に奉天興業銀行と束三省銀行を合併するとともに奉天洋2，000

万元にまで増加した。宣告天(遼寧〕省を流通区域にする奉天票，現大洋票，恰爾

i資，中鉄沿線を流通区域にするP合爾演大洋票を発行した。同号の沿革，事業内容，
発行紙幣の概況などについては，満鉄調査課『奉天票と束三省の金融~ 1926年，

4-22頁，満鉄経済調査会『満州通貨金融方策~ (立案調査書類第25編第1巻第

1号〉所収の「東三省官銀号及遼寧辺業銀行に就て」を参照。

吉林永衡官銀銭号は，吉林官l防局 (1898年設立〉と吉林官銭局 (08年設立〕と

が合併して， 09年に設立された。資本金は28年現在で永衡大洋1，000万元である。

吉林省を流通区域にする永衡大洋票，永衡小洋菓，吉林官帖の外に，恰爾演大洋

票をも発行した。同号については，満鉄調査課『恰爾演大洋菓流通史~ 1928年，

前掲『満州通貨金融方策」所収の「吉林永衡官銀銭号に於て」を参照。

黒竜江省官銀号は，広信公司 (04年設立〉と黒竜銀官銀号 (08年設立〉が合併

することにより19年に設立された黒竜江省広信公司が， 30年に改組を行ない，名

称を変更したものである。 30年現在の資本金は現大洋2，000万元であった。黒竜

江省を流通区域にする広信大洋粟，黒竜江官帖の外に，恰爾演大洋票をも発行し

た。同号については，満鉄R合爾資事務所「黒竜江省に於ける広信公司の勢力』

1925年，前掲『満州通貨金融方策」所収の「黒竜江官銀号の件」を参照。

なお，三官銀号と同様に通貨発行権を有する辺業銀行が18年に設立され，現大
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洋菓， ~合爾演大洋票を発行したが，付属事業については消極的であった。前掲

『満州通貨金融方策」所収の「辺業銀行の内容と張家の預金と借債に関する報

告」を参照。

5) 各官銀号の『章程』を参照，前掲『満州特産界に於ける官商の活躍j7-11， 23 

-27， 41-47頁。

6) 前掲『満鉄一日本帝国主義と中国~ 194-195頁。

7) 満鉄調査課「東三省官憲の施政内情~ 1929年，附録第一 9頁。

8) 前掲『満州特産界に於ける官商の活躍~ 16頁。

9) 同書， 89-102， 107-117真。

10) 大連商工会議所「満州ニ於ケル幣制改革ニ関、ン対策講究ノ件説明書~ (日本商工

会議所定期総会提出議案)1928年， 4-5頁。

11) 満鉄調査課 ~r満州支那側鉄道治線地方に於ける大豆の出廻増加事情及其対応策』

1931年， 18頁。

12) 前掲『特産取引の統制及改善方策~ 20-21頁。

13) 満鉄調査課『満州、|に於ける通貨及金融の概要~ 1928年， 46-73頁，同~~合爾慣に

於ける通貨及金融の概要~ 1929年をも参照。

14) 前掲 11920年代東三省地方権力の崩潰過程J146頁。

15) 磯野琴治「北満農村の再展望と之に密接なる関連を有する糧桟の現状J(~北満研

究』第2巻第11号所j収) 15-21頁，前掲『特産取引の統制及改善方策~ 22頁。

16) 前掲「満州ニ於ケノレ幣制改革ニ関シ対策講究ノ件説明書~ 36-37頁。

17) 満鉄経済調査会『満州に於ける糧桟~ (再版)1933年， 44-45頁，前掲「関原糧

殻取引事情~ 38頁。

18) 前掲『満州ニ於ケル幣制改革ニ関、ン対策講究ノ{牛説明書~ 31-32頁。

19) 前掲『満州通貨金融方策~ 764頁。

20) 前掲『特産取引事情j106頁。

21) 満鉄経済調査会『満州大豆工業方策~ (立案調査書類第6編第14巻)1935年， 198 

頁。

22) 前掲『満州、閣貨金融方策~ 763-766頁。

23) 前掲『満州、|における植民地経済の史的展開~ 546ー547頁，前掲 11920年代束三省

地方政権の崩潰過程J146頁，島田俊彦『関東軍~(中公新書) 1965年， 52-53頁。

24) 満州史研究会編『日本帝国主義下の満州一「満州国」成立前後の経済研究ー」

1972年，第2章(小林英夫氏執筆)， 130-132， 138-139頁。

25) 前掲『満州通貨金融方策~ 493頁。

26) 前掲『満鉄一日本帝国主義と中国~ 196-197頁より転引。

27) 前掲『満州通貨金融方策~ 521-527頁。

28) 前掲「日本帝国主義下の満州~ 152-172頁，前掲『満鉄一日本帝国主義と中国」
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196-200頁。

29) 東亜経済調査局『満蒙政治経済提要~ 1932年， 132-133頁，前掲「列強対満工作

史』下巻， 442-444， 468-469頁。

30) 前掲『日本帝国主義下の満州~ 140-151頁。

31) 阿孫子農『満支鉄道発達史~ 1944年， 334-338頁，歴史学研究会編『太平洋戦争

史(第 1 巻)~ 1971年， 238頁。 24.4東三省交通委員会発足。 28.9 改組して

東北交通委員会となる。 29.12 東北交通委員会暫行組織条例発布。 30.4 同委

員会内に東北鉄路会議を開催， i東北鉄道網計画縁起」を作成。 30.11 同計画は

01コ国立法院を通過。

32) 前掲「満支鉄道発達史~ 314頁。

33) 同書， 315， 331頁。

34) 満蒙文化協会『昭和五年版満蒙年鑑~ 1929年， 11頁。

35)， 36) 大連商工会議所「満州事変前に於ける我が権主主侵害事例~ 1932年 7頁，

前掲「列強対?商工作史』下巻， 409， 447頁。

37) 中日文化協会『昭和七年版満蒙年鑑~ 1931年， 322頁， 前掲「昭和五年版満蒙年

鍛~ 104-105頁。

38) 前崎 n筒支鉄道発達史~ 339頁，前掲「昭和七年版満蒙年鑑Jl363真。

39) 篠|崎嘉郎『満州と相生由太郎~ 1932年， 101頁， liii渇『昭和七年版満蒙年鑑J354 

頁。

40) 前掲『満支鉄道発達史~ 333， 339-340頁。

41! 中国側鉄道の運賃政策については，前掲『満州事変前に於ける我が権益侵害事

例~ 4-5 頁，前掲「満州、i支那倶~鉄道沿線地方に於ける大豆の出廻増加事情及主主

対応策~ 45-46， 56-57頁。

42) 前掲「満州事変前に於ける我が権益侵害事例~ 5頁。

43) 前掲『満州ニ於ケル幣制改革ニ関、ン対策講究ノ件説明書~ 5頁，前掲『特産取引

の統制j及改善方策~ 21頁。

44) 以下，特購事務所については，前掲『昭和七年版満蒙年鑑~ 136-137頁。

45) 前掲「満ー州支那側鉄道治線地方に於ける大豆の出廻増加事情及其対応策~ 79頁。

46) 満州商工会議所連合会『満鉄及満州商工界根本立直シニ関スル要請書~ 1931年，

渡辺精吉郎『満州に於ける金資と銀資一邦人経済界の衰微した理由~ 1927年。

47) 前掲『日本帝国主義下の満州~ 132-133頁。

町 要約と今後の課題

事変直前における大特産商と官商筋糧桟との対抗関係の尖鋭化とL、う状況

は，事変を契機に，当然にも大きな変化を蒙らざるを得なかった。東北地方



(192) 192 経済学研究d 第24巻第一1号

における大豆流通機構は，かくして三たび新たな規定的条件の下に再編成さ

れていった。その一つの側面は，従来官商筋が占めていた地位を三井物産，

三菱商事が占めるに至ったことである。彼らは南満，北満を問わず各地に支

庖，出張所を設置し，出張員を派遣するなど全「満州国」的規模の蒐集網を

張り廻らし，圧倒的な優位性を確立することになる。この場合においても糧

桟を買うFr化することなく，彼らと対抗しつつ，進出していったのである。も

う一つの側面は， r満州国」により「農事合作社」が創設されたことである。
これは，農民と糧桟との取引の場を従来の集市などから，価格その他につい

て統制を加えることの可能な，新しい交易市場に移行させることを意図する

ものであった。かくして，この両側面から，r中間取引商人糧桟の排除」が追

求されたわけである。かかる意図がし、かに実現し，大豆流通機構及び糧桟が

どのように「変革」されていったかについては別に論じなければならない

が，このようなことが ri満州国経済建設」の一つの柱になったということ自
体，従来の大豆流通機構の中で糧桟の占めた位置の大きさを物語る。

ところで，本稿は，大豆流通機構及びそこにおける糧桟を素材にして，中

国民族資本の特質の一端を解明することを課題にしていたが，以下，かかる

視角から本稿を要約L，あわせて次に解明すべき課題を明らかにしたいと思

う。まず，糧桟について専らその買弁的性格を強調する見解がある。大豆流

通機構の根幹が既に述べたような意味で外国側鉄道に掌握されていたため

に，生産者農民と特産商とを媒介する糧桟の発展が，一面では農業生産にお

けるモノカルチュア化傾向を一層促進する役割を果したこと，換言すれば，

糧桟がし、わば構造的に買弁的役割を果したことは認めなければならなし、。そ

の限りで糧桟の買弁性を強調するならば，正当と言える。

しかし，糧桟は少なくとも事変前においては買弁そのものであったのでは

ない。本稿のいわゆる第 1期においては，輸出部面をになう特産商に対して

蒐集部面を基本的にになうものとして，独自な位置を有していた。第2期の

20年代半ば以降になると，官商糧桟は民間の一部糧桟と結びついて官商筋糧

桟を構成し，各官銀号の通貨発行権を武器に大規模な大豆買占めを行ない
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〈器内蒐集部聞における独占体制j確立をど志向し)，次いて輸出部簡にも進出

し，遂には特構事務所・設立， r大豆モノポリ の検討に示されるように，

しようとする蕊向をもつに至った。しかも，か

かる志向が自弁鉄道の発践に巧みに結合されながら推進されたこと拭，

読通機構の根幹を掌握していた外国鉄議の支記念も揺がす可能性を有してい

たと考えられるの

したがって，われわれは，さきに述べた意味での質ブネ註を確認するととも

に， 歴史的類向としてはむしろ， r自立性jを強めつつあったこと令指譲し
なければならなし、。但し，かかる「自立的側罷Jは具体訴に試日本資本との

関係において讃務に見られたのであって， r萌富豪島築港言i悶」など鉄道
において見られるように， 20年代半ば以降に次第に密接になってしぺ英米資

本との務係につし、ては，さらに具体的検討が必要とされる。

次に， このような f自立性l強化の方向をど可能にした要苦言として，①不換

紙幣器発，大豆鼠占め，鉄道建設営いわば竺位一体のものとして総合し

なうことが，農民の窮余餌{疫を収奪するために最も有効な方法であることを

自覚するに烹った官銀号の主導下に，官荷額桟と民間の一部櫨檎とが結びつ

いて官商筋機桟を構成したこと， @1雪銀号の不換紙幣濫発が議接釣なテコに

なったこと， Gむこれらの条件が「幾村の恭底jに根令張っていた治線，とり
わけ活線外市場機桟との結びつきた可能にしたこと，の 3点をあげなければ

ならなし、そして，かかる r1311:主主」は，一方では，買占めにもとづく
が鉄道を始めとする議議投資の源泉になっている点でブルジョブ的性格安有

することは谷定出来ないが，能方では，その蓄積の過程自体において季高利

紫資本的性格の濃紫な治線外市場器技〈農村こと着資本〉に依存じている1)1IJ簡

をども見逃すことは出来なし、

したがって，以上のような諸側面をもっ糧桟の，民族資本としての特質な

全体的に競走するためには，さらに次のような護者点の解明が課聴になる。第

lに，官錨手?ないし東北地方改権の産業投資構造を財政簡態とかかわらせて

解明すること，第2に， おける ，)lf!3 ~こ，



(194) 194 経済学研究第24港第?努

1苦肉糧桟と民額の議桟との結びつきについて具体的に号怒らかにすること〈寓

者鍔の科益分況のあり方など〉。

1) 家変後における大E主流通機機と緩桟の動向については，さしあたり，満鉄新京支

社調進室『大宝主流還機携の変道警~ 1942年，苦言掲 F務:変後に於ける糧浅の変主主J1~

参照されたし、0

2) 宮古議 、での覚書J1O~12亥。
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